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緒

モ三きー

回

清
代
前
期
の
人
藍
鼎
元
は
コ
繭
建
全
省
線
園
競
」
の
中
で
、
一
繭
建
地
方
の
地
理
的
特
色
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る。

(

1

)

 

中
園
の
東
南
諸
省
は
皆
漬
海
形
勢
の
雄
で
あ
る
が
、
特
に
一
幅
建
が
最
有
力
で
あ
る
。

と
中
園
東
南
沿
海
地
匡
の
中
で
も
一
踊
建
省
は
最
有
力
の
地
と
見
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
一
踊
建
省
が
海
上
活
動
に
お
い
て
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と



に
よ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
藍
鼎
元
は
、
同
読
の
中
で
、

大
海
は
贋
ろ
び
ろ
と
し
高
里
は
て
し
無
く
、
江
蘇
、
新
江
、
登
州
、
莱
州
、
関
東
、
天
津
は
家
の
庭
の
よ
う
に
見
ら
れ
、
琉
球
、
目
宋
、

(
2〉

蘇
棟
、
喝
嘱
昭
、
逼
羅
、
安
南
の
諸
外
園
は
子
供
や
孫
が
父
母
の
ひ
ざ
も
と
を
と
り
ま
く
よ
う
で
あ
る
。

と
い
う
。
一
帽
建
省
で
は
海
上
航
行
に
よ
っ
て
、
中
園
沿
海
地
匿
の
江
蘇
、
漸
江
、
山
東
、
東
北
、
天
津
等
が
自
己
の
庭
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
上
、
外
園
と
り
わ
け
琉
球
、
目
宋
、
蘇
様
(
ス
ル
l
)
、
カ
ラ
パ
ハ
ジ
ャ
ワ
〉
、
シ
ャ
ム
、
ベ
ト
ナ
ム
等
は
一
隅
建
に
と
っ
て
身
近
か
な

園
々
で
あ
っ
た
。

藍
鼎
元
の
こ
の
よ
う
な
考
え
が
生
ま
れ
る
背
景
に
は
、
海
に
面
し
た
立
地
傑
件
が
あ
り
、
そ
れ
に
遁
し
て
、
容
易
に
海
上
に
進
出
で
き
る
海

船
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
は
歴
然
で
あ
ろ
う
。

同
治
『
一
踊
建
遁
士
山
』
巻
八
十
七
の
「
海
禁
」
の
項
に
引
く
、
荘
亨
陽
の
「
禁
洋
私
議
」
に
は
海
に
漬
し
た
一
隅
建
の
経
済
的
特
質
を
次
の
よ
う

一
踊
建
は
海
隅
に
僻
在
し
、
人
は
多
く
財
は
乏
し
く
、

(
3〉

た
だ
海
外
貿
易
に
た
よ
る
の
み
で
あ
る
。
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に
記
し
て
い
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
海
外
貿
易
が
一
隅
建
に
と
っ
て
重
要
な
基
幹
産
業
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
帽
建
省
の
沿
海
民
衆
が
海
上
活
動
に
積
極
的
に
準
出
し
て
い
た
こ
と
を
藍
鼎
元
は
『
鹿
洲
奏
疏
」
巻
四
、

「
漕
糧
粂
資
海
運
」
の
中
で
・
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

今
の
海
道
は
す
で
に
卒
穏
で
あ
り
、
一
繭
建
や
慶
東
の
一
商
人
は
皆
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
私
は
海
漬
に
生
長
し
た
た
め
海
船
が
便
利
で

あ
る
こ
と
を
慣
れ
見
て
お
り
、
一
商
人
が
造
船
し
、
貨
物
を
購
入
し
て
一
幅
建
の
慶
門
か
ら
出
帆
す
れ
ば
、
順
風
を
得
ら
れ
る
と
十
飴
日
で
、

(
4〉

た
だ
ち
に
天
津
に
至
れ
る
。
上
は
関
東
、
下
は
腰
州
、
上
海
、
乍
浦
、
信
号
波
は
皆
一
踊
建
や
贋
東
の
一
商
船
の
貿
易
の
地
で
あ
る
。

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
踊
建
や
贋
東
の
海
船
が
康
照
二
十
三
年
三
六
八
四
)
の
展
海
令
以
降
、
沿
海
の
贋
範
園
に
わ
た

っ
て
積
極
的
に
活
動
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し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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海
上
活
動
に
は
海
船
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
閲
し
て
康
照
十
一
年
(
一
六
七
二
〉
に
靖
海
将
軍
の
施
浪
が
「
論
開
海
禁
疏
」
に
お
い
て
衣

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

あ
る
い
は

一
人
で
自
か
ら

一
船
を
造
り
、
あ
る
い
は
数
人
で
協
同
し
て
一
船
を
造
り
、
各
地
の
客
一
商
が
貨
物
を
附
搭
す
る
こ
と
を
認
め
て

ハ
5
〉

い
る
。

と
あ
る
方
法
を
用
い
れ
ば
、
大
資
本
を
持
た
な
い
人
々
で
も
海
船
の
建
造
は
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
造
船
し
多
く
の
人
々
が
海

上
に
進
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
6〉

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
上
述
の
よ
う
な
一
繭
建
省
に
お
い
て
海
船
の
経
営
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
た
か
を
述
べ
て
み
た
い
。

一
幅
建
海
船
の
活
動
海
域

康
照
二
十
二
年
三
六
八
三
〉
に
蓋
湾
の
鄭
氏
が
清
に
降
る
と
直
ち
に
海
禁
が
解
除
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
内
閣
大
皐
士
の
石
柱
が
康
照
二
十

三
年
(
一
六
八
四
〉
七
月
に
次
の
よ
う
に
上
奏
し
て
い
る
。
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臣
が
命
を
奉
じ
て
海
に
往
き
展
界
し
ま
す
と
、
一
帽
建
と
贋
東
の
南
省
沿
海
の
人
々
が
群
集
と
な
っ
て
香
を
た
き
脆
づ
き
迎
え
て
く
れ
ま
し

(

7

)

 

た

と
あ
る
よ
う
に
、
蓋
商
に
擦
っ
て
清
に
劃
抗
し
た
鄭
氏
を
経
済
的
に
孤
立
さ
せ
る
た
め
に
出
さ
れ
た
海
禁
策
の
遷
界
令
が
二
十
徐
年
に
亙
り
績

け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
解
除
さ
れ
る
と
一
繭
建
や
康
東
の
人
々
が
大
歓
迎
を
し
て
こ
の
政
策
を
受
け
入
れ
た
と
あ
る
。

そ
の
後
、
一
繭
建
の
海
船
は
海
外
に
積
極
的
に
準
出
し
て
行
く
機
曾
を
得
た
の
で
あ
る
。

一
帽
建
の
海
船
が
進
出
し
た
海
域
は
中
園
大
陸
沿
海
海
域
の
み
な
ら
ず
、

け
、
そ
の
活
動
海
域
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

海
外
諸
園
に
及
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
、

中
園
沿
海
と
海
外
と
に
分



付

沿

海

一
踊
建
の
海
船
が
活
動
し
た
中
園
大
陸
沿
海
海
域
は
、
北
は
溺
海
の
沿
海
、
南
は
贋
東
省
に
及
ん
で
い
る
。

道
光
『
慶
門
士
山
』
巻
五
、
「
一
商
船
」
の
僚
に
よ
れ
ば
、
一
幅
建
海
船
の
活
動
領
域
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

商
船
の
慶
門
よ
り
貨
を
販
し
、
沿
海
を
航
行
し
て
南
北
に
通
商
す
る
も
の
に
は
、
横
洋
船
と
販
傭
船
が
あ
る
。
横
洋
船
は
慶
門
よ
り
華
宵

の
鹿
耳
門
に
渡
る
。
こ
の
際
黒
水
洋
(
黒
潮
〉
を
渉
る
。
黒
水
は
南
北
の
流
れ
甚
だ
け
わ
し
く
、
船
が
こ
の
海
流
を
東
西
に
横
断
す
る
た

(
8〉

め
、
こ
の
船
を
横
洋
船
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
船
の
船
首
の
長
さ
は
二
丈
以
上
の
も
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。
こ
の
横
洋
船
は
さ
ら
に
次
の
船
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

横
洋
船
に
は
牽
湾
よ
り
砂
糖
を
積
載
し
て
、
天
津
に
行
っ
て
貿
易
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
型
で
、
糖
船
と
呼
ば
れ
、
ま
と
め
て
透

(
9〉

北
船
と
も
言
わ
れ
る
。

と
あ
る
糖
船
と
透
北
船
と
呼
ば
れ
た
犬
型
船
が
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
、
次
の
船
が
あ
っ
た
。

版
帥
間
船
は
叉
、
南
摘
、
北
贈
に
分
か
れ
、
南
鱒
は
貿
易
の
た
め
、

湾
州
・
南
決
・
慶
東
の
各
地
へ
至
っ
て
貿
易
す
る
船
で
あ
る
。
北
婚
は

(

印

〉

温
州
・
寧
波
・
上
海
・
天
津
・
登
州
・
莱
州
・
錦
州
へ
行
く
貿
易
船
で
あ
る
。

以
上
の
記
事
は
麗
門
を
中
心
に
し
た
記
述
で
あ
る
が
、
中
園
大
陸
沿
海
で
は
北
は
遼
寧
・
河
北
・
山
東
・
江
蘇
・
断
江
等
省
に
及
び
、
東
は

蓋
湾
、
南
は
贋
東
省
を
主
要
な
活
動
領
域
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
一
繭
建
海
船
は
中
園
大
陸
沿
海
全
海
域
に
進
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
こ
れ
ら
沿
海
海
域
に
進
出
し
た
一
踊
建
海
船
の
活
動
事
例
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

@ 

長島

;'Ii 
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錦
州
は
溺
海
に
潰
し
た
地
で
あ
り
、
同
地
に
は
天
橋
廠
と
馬
蹄
溝
の
二
海
口
が
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
一
隅
建
の
海
船
が
多
く
入
港
し
た
の
は
天

(

日

〉

橋
廠
海
口
で
、
西
錦
州
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

-49ー
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威
豊
八
年
(
一
八
五
八
〉
五
月
に
盛
京
将
軍
慶
棋
が
錦
州
の
海
ロ
の
天
橋
廠
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

錦
州
天
橋
廠
海
ロ
は
古
く
か
ら
一
隅
建
や
贋
東
・
江
蘇
・
新
江
等
の
省
か
ら
の
沙
船
や
鳥
船
が
来
航
す
る
貿
易
の
地
匿
で
あ
り
、
一
商
一
庖
も
多

(
ロ
)

く
、
同
地
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
隅
建
の
海
船
の
鳥
船
が
東
北
海
港
の
一
つ
錦
州
に
も
進
出
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
帽
建
の
海
船
が
錦
州
海
口
に
入
港
し
た
一
例
と
し
て
嘉
慶
十
八
年
(
一
八
二
ニ
〉
に
湾
州
府
海
澄
牒
所
属
の
静
字
一
七
四
九
親
船
の
場
合
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

本
年
(
嘉
慶
十
八
年
〉
四
月
八
日
、
同
安
鯨
よ
り
蓋
湾
府
に
往
き
砂
糖
を
装
載
し
、
五
月
十
五
日
、
江
南
省
松
江
府
上
海
豚
に
往
っ
て
茶

葉
と
交
易
し
た
。
七
月
六
日
、
ま
た
上
海
豚
よ
り
奉
天
省
の
西
錦
州
へ
往
き
、
交
易
の
後
、
責
豆
一
千
石
、
白
米
十
二
包
、
鹿
肉
餅
八

包
、
牛
帥
五
包
、
木
耳
七
包
、
遠
志
十
包
、
甘
草
十
五
包
、
丹
蕃
五
包
、
赤
有
楽
七
包
、
瓜
子
三
十
包
、
柴
胡
四
包
、
防
風
六
包
を
裳
載

(

日

)

し
、
本
鯨
に
掃
帆
し
よ
う
と
し
て
、
十
月
二
十
七
日
に
出
帆
し
た
。

こ
の
静
字
一
七
四
九
挽
一
商
船
は
一
噛
建
の
同
安
か
ら
蓋
湾
へ
渡
り
砂
糖
を
積
載
し
、
そ
れ
を
上
海
ま
で
運
搬
し
た
。
そ
し
て
上
海
で
砂
糖
と
茶

葉
を
交
易
し
、
さ
ら
に
西
錦
州
即
ち
天
橋
廠
ま
で
運
ん
で
寅
豆
等
と
交
易
し
た
事
賓
が
知
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
一
隅
建
海
船
の
活
動
範
園
は
激
海
沿
海
の
港
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

(
M〉

一
踊
建
船
は
錦
州
の
み
な
ら
ず
蓋
卒
へ
も
進
出
し
て
い
る
。
康
照
五
十
年
(
一
七
二
〉
に
葦
卒
に
一
幅
建
曾
館
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
知
ら

れ
、
こ
れ
も
一
踊
建
商
人
の
陸
路
に
よ
る
遼
東
進
出
で
は
な
く
海
路
に
擦
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
歴
然
で
あ
ろ
う
。

清
末
に
牛
荘
に
来
航
し
た
一
幅
建
船
に
つ
い
て
、
『
海
闘
十
年
報
告
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

慶
門
、
泉
州
、
輿
化
、
一
隅
州
等
一
繭
建
省
の
ジ
ヤ
ン
ク
で
こ
の
港
(
牛
荘
)
と
の
貿
易
を
し
て
い
る
の
は
鳥
船
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

(

日

〉

一
般
的
に
鵬
船
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
船
は
大
型
で
二
千
市
指
、
小
型
で
五
百
市
携
を
運
搬
し
て
い
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
主
に
一
隅
建
の
鳥
船
が
遼
寧
省
沿
海
港
に
準
出
し
て
い
た
。



⑮ 

天

津

一
噛
建
海
船
が
天
津
に
進
出
し
て
い
た
こ
と
は
光
緒
『
天
津
府
志
』
巻
三
十
三
、
権
税
、
園
朝
の
僚
に
見
え
る
。

天
津
海
税
。
凡
そ
津
・
寧
の
海
船
及
び
江
蘇
・
漸
江
・
一
隅
建
・
慶
東
等
の
船
の
貨
物
や
雑
糧
を
襲
載
し
、
大
詰
海
口
よ
り
殴
せ
進
ん
で
来

(

日

山

)

る
者
は
、
こ
こ
で
納
税
す
る
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
踊
建
や
慶
東
の
海
船
は
天
津
へ
は
海
河
河
口
の
大
泊
よ
り
遡
流
し
て
到
っ
た
。
そ
の
中
に
一
隅
建
の
海

船
が
あ
っ
た
。
一
踊
建
海
船
の
天
津
準
出
の
具
瞳
例
は
、
康
岡
山
五
十
六
年
(
一
七
一
七
)
七
月
初
一
日
附
の
線
督
管
理
直
隷
巡
撫
の
趨
弘
獲
の
奏
摺

中
に
見
え
る
。

本
年
六
月
十
五
日
に
一
踊
建
泉
州
府
菅
江
豚
の
隻
施
洋
船
一
隻
が
あ
り
、
震
字
一
千
一
百
三
十
六
観
、
船
戸
は
陳
順
興
、
水
手
十
九
名
で
客

貨
の
粗
碗
一
高
五
千
箇
、
白
糖
五
百
饗
、
糖
菓
二
十
四
桶
、
泳
糖
三
十
桶
、
竹
安
二
十
六
把
、
魚
麹
大
小
五
掴
、
烏
糖
四
纂
と
水
手
の
捕

帯
の
碗
一
高
箇
を
装
載
し
て
い
た
。
ま
た
一
隅
建
泉
州
府
菅
証
牒
の
隻
施
洋
船
「
隻
が
あ
り
、
護
字
一
千
五
百
二
十
八
競
で
、
船
戸
は
禁
輿

利
、
水
手
は
十
九
名
で
、
客
貨
の
白
糖
五
百
五
十
繁
、
泳
糖
二
十
桶
、
糖
菓
四
桶
、

+粗
碗
一
，蔦
箇
、
粗
小
碗
五
千
箇
、
魚
額
一
掴
を
襲
載

(

口

〉

し
て
い
る
。
部
牌
・
鯨
照
各
一
張
、
客
人
二
名
、
侯
世
英
・
黄
朝
瑞
で
あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
一
幅
建
省
泉
州
府
晋
江
鯨
所
属
の
二
隻
の
海
船
が
天
津
に
入
港
し
て
い
る
。
こ
の
後
も
一
幅
建
海
船
が
天
津
に
入
港
し
た
事
例
は

(
叩
凶
〉

多
々
知
ら
れ
る
。

- 51ー

東

，
繭
建
海
船
が
山
東
牟
島
の
沿
海
港
に
進
出
し
て
い
た
こ
と
は
、

る。

⑤ 

山

難
正
三
年
(
一
七
二
五
)
四
月
-初
七
日
附
の
布
蘭
泰
の
奏
摺
に
よ
り
知
ら
れ

477 

(

印

)

〈
山
東
省
V

各
海
P
に
は
皆
商
船
の
往
来
が
あ
り
、
た
だ
一
隅
建
・
贋
東
・
江
蘇
・
翫
江
の
船
は
莱
陽
・
謬
州
に
入
港
す
る
も
の
が
多
い
。

と
あ
る
。
一
幅
建
船
は
主
に
莱
陽
即
ち
登
州
と
謬
州
に
入
港
し
て
い
た
。
開
砂
州
に
入
港
す
る
一隅
建
船
に
つ
い
て
は
、
務
正
三
年
六
月
十
六
日
附
の
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登
州
糟
丘
ハ
官
の
責
元
駿
の
奏
摺
に
見
え
る
。

私
が
思
い
ま
す
に
、
謬
州
・
莱
腸
・
昌
邑
・
蓬
莱
の
各
海
口
の
う
ち
た
だ
一
幅
建
・
贋
東
の
貨
物
だ
け
は
、
謬
州
海
口
に
入
港
し
て
来
る
も

(
初
)

の
が
多
い
。

と
山
東
省
に
お
い
て
は
一
繭
建
海
船
の
進
出
港
の
中
心
は
謬
州
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

隈
州
へ
入
港
し
た
一
幅
建
海
船
の
事
例
は
次
に
見
え
る
。

船
戸
の
伺
啓
隆
等
が
口
稽
す
る
に
、
啓
隆
等
は
一
隅
建
湾
州
府
海
澄
鯨
の
一
商
人
で
、
本
鯨
の
票
、
静
字
三
百
六
十
七
競
を
た
ま
わ
り
、
開
の

部
牌
、
洪
字
一
百
四
十
二
挽
を
た
ま
わ
り
、
鳥
船
一
隻
に
乗
組
み
、
全
員
で
二
十
三
名
で
あ
っ
た
。
乾
隆
十
四
年
三
月
二
十
九
日
、
慶
門

よ
り
出
帆
し
て
、
新
江
に
往
き
貿
易
し
、
六
月
十
三
日
、
新
江
を
出
帆
し
て
山
東
に
行
っ
て
貿
易
し
た
。
水
手
六
名
が
謬
州
で
銀
を
受
け

(

幻

〉

取
り
に
行
っ
た
以
外
、
客
人
一
名
が
乗
船
し
、
現
在
の
十
八
名
で
十
月
二
十
五
日
に
謬
州
を
出
港
し
た
。

と
あ
る
一
隅
建
湾
州
府
海
澄
鯨
の
静
字
三
六
七
挽
一
商
船
が
慶
門
か
ら
漸
江
お
そ
ら
く
寧
波
と
思
わ
れ
る
が
、
同
地
で
交
易
し
、
さ
ら
に
山
東
の
謬

州
へ
行
っ
て
交
易
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
謬
州
が
一
隅
建
海
船
に
と
っ
て
主
要
海
港
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

- 52ー

@ 

上

海

一
幅
建
海
船
に
と
っ
て
沿
海
貿
易
の
最
大
の
貿
易
相
手
港
は
上
海
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
乾
隆
十
八
年
ハ
一
七
五
三
〉
七
月
初
四
日

附
の
提
督
江
南
総
兵
官
左
都
督
林
君
陸
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

思
い
ま
す
に
、
劉
河
・
川
沙
・
呉
瓶
・
上
海
各
口
に
一
幅
建
や
贋
東
の
砂
糖
船
が
あ
り
、
四
、
五
月
の
南
風
の
季
節
に
江
南
に
来
て
貿
易

(

幻

)

し
、
九
月
、
十
月
の
聞
に
棉
花
を
買
い
入
れ
て
蹄
帆
し
て
い
ま
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
中
園
東
南
沿
海
地
匡
で
生
産
さ
れ
た
砂
糖
が
一
隅
建
や
贋
東
の
海
船
に
よ
っ
て
上
海
附
近
の
海
口
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。

乾
隆
十
四
年
(
一
七
四
九
〉
に
一
幅
建
一
隅
州
府
間
鯨
の
船
戸
蒋
長
輿
は
鳥
船
で
四
月
二
十
二
日
に
麗
門
へ
往
き
砂
糖
を
積
載
し
た
。
そ
し
て
五

(

お

)

月
十
五
日
に
上
海
へ
入
港
し
て
そ
れ
を
腹
貰
し
、
七
月
七
日
に
上
海
で
茶
葉
を
購
入
し
て
出
帆
し
、
遼
西
の
錦
州
海
口
に
向
っ
て
い
る
。



清
代
海
船
の
活
動
領
域
を
包
世
臣
が
「
海
運
南
漕
議
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

ゆ

臭
瓶
口
を
出
て
、
南
に
湛
く
に
新
及
び
聞
p

専
を
も
っ
て
皆
南
洋
と
な
し
、
北
に
遍
く
に
逼
・
海
・
山
東
・
直
隷
及
び
関
東
を
も
っ
て
皆

北
洋
と
な
す
。
南
洋
磯
島
多
く
、
水
深
く
浪
お
お
き
く
、
鳥
船
に
あ
ら
ざ
れ
ば
す
す
め
ず
。
北
洋
沙
積
多
く
、
水
浅
く
礁
も
硬
し
。
抄
船

(
M
A
)
 

に
あ
ら
ざ
れ
ば
す
す
め
ず
。

と
あ
る
。
包
世
臣
は
長
江
河
口
の
呉
泥
ロ
を
基
貼
に
北
は
沙
船
、
南
は
鳥
船
の
活
動
領
域
と
見
て
い
た
。
し
か
し
、
'
上
述
し
た
よ
う
に
j

福
建

の
海
船
で
あ
る
鳥
船
は
長
江
河
口
以
北
の
海
域
に
も
多
数
進
出
し
て
い
る
。
こ
の
事
賓
と
、
包
世
臣
の
指
摘
す
る
海
船
の
活
動
領
域
と
を
勘
案

す
れ
ば
、

一次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
繭
建
の
鳥
船
は
、
東
南
沿
海
地
恒
産
の
砂
糖
の
重
要
な
市
場
と
し
て
土
海
を
交
易
市
場
と
し
、
北
洋
海
域
に
鳥
船
が
進
出
す
る
場
合
で
も
、

必
ず
寄
港
地
と
し
て
上
海
を
最
大
の
交
易
港
と
し
た
の
で
あ
る
。

〈

お

)

斯
江
省
に
お
け
る
沿
海
貿
易
の
最
大
の
交
易
市
場
は
寧
波
で
あ
り
、
寧
波
へ
は
一
踊
建
の
海
船
も
多
く
来
て
い
た
。

波
の
記
事
の
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
海
開
十
年
報
告
』
の
寧

- 53-

@ 

寧

波

(
叩
山
)

毎
年
一

O
O隻
を
越
え
る
一
幅
建
の
ジ
ヤ
ン
グ
が
〔
寧
波
へ
〕
入
港
し
て
来
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
寧
渡
の
港
へ
一
年
に
百
隻
徐
り
の
一
踊
建
の
海
船
が
進
出
し
て
い
た
。

威
豊
四
年
(
一
八
五
四
〉
嘗
時
、
寧
波
に
居
た
段
光
清
は
『
鏡
湖
自
撰
年
譜
』
の
中
で
、
一
繭
建
船
が
着
く
寧
波
の
抽
弾
頭
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

(

幻

)

一
幅
建
の
一
商
船
は
常
に
桃
花
渡
の
江
中
に
停
泊
し
て
い
る
た
め
、
〔
盗
事
叫
棋
の
〕
東
門
一
帯
は
一
帽
建
人
の
水
手
が
最
も
多
い
。

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
寧
渡
の
桃
花
渡
は
南
江
と
徐
挑
江
と
奉
化
江
の
三
江
が
合
流
す
る
地
黙
に
あ
り
、
そ
の
所
が

479 

一
踊
建
船
の
停
泊
地
に
な
っ
て
い
た
。
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一
踊
建
海
船
の
寧
波
入
港
の
数
が
多
か
っ
た
こ
と
は
同
地
に
一隅
建
人
等
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
海
神
を
杷
る
天
后
宮
の
存
在
に
よ
っ
て
も
知
ら

(お〉

れ
る
。

温

①

州

温
州
に
一
繭
建
船
が
入
港
し
て
い
た
こ
と
は
『
海
閥
十
年
報
告
』
の
温
州
の
次
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
。

約
二
十
隻
の
ジ
ヤ
ン
ク
、
即
ち
闘
船
が
あ
り
、
温
州
と
一繭
州
・
輿
化
・
泉
州
・

浮
州
と
の
聞
で
貿
易
を
行
な
っ
て
お
り
、

(
m
m
)
 

ら
七
回
の
航
海
を
し
て
い
る
。

一
年
に
六
回
か

と
あ
る
よ
う
に
、
幅
建
船
が
温
州
と
の
聞
で
も
貿
易
し
て
お
り
、
一
幅
建
か
ら
距
離
的
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、

一
年
に
六
回
J
七
回
の
航
海
と
い

う
高
い
稼
動
率
で
航
運
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

⑧ 

蓋

間
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一幅
建
船
が
蓋
潤
へ
進
出
し
た
時
期
は
、
不
明
で
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
が
蓋
間
の
蓋
南
を
占
接
し
た
時
に
は
進
出
し
て
い
た
。

明
朝
の
天
啓
二
年
(
一
六
二
二
〉
の
頃
に
は
、
蓋
南
の
地
に
中
園
船
が
来
航
し
て
い
る
。

中
園
よ
り
毎
年
、
三
、

(ω
〉

四
般
の
ジ
ヤ
ン
ク
船
、
絹
織
物
を
積
み
来
た
り
て
日
本
人
と
取
引
せ
り
。

と
オ
ラ
ン
ダ
側
の
記
録
に
見
え
る
。
こ
の
中
園
船
の
船
籍
は
不
明
で
め
る
が
、
地
理
的
な
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
慶
門
あ
た
り
か
ら
来
航
し
た

一
踊
建
船
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

乾
隆
『
蓋
間
府
士
山
』
巻
二
、
海
防
、
蓋
歯
師
師
、
鹿
耳
門
港
の
僚
に
よ
れ
ば
、
一
幅
建
か
ら
蓋
潤
へ
渡
る
水
路
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

直
門
よ
り
蓋
潤
に
至
る
大
一
両一
船
及
び
蓋
問
所
属
の
小
一商
船
は
諸
羅
脈
、
彰
化
師
師
、
淡
水
聴
に
行
っ
て
貿
易
す
る
場
合
は
、

(
M
U
〉

耳
門
港
)
よ
り
出
入
す
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
一
隅
建
の
麗
門
か
ら
蓋
商
へ
赴
く
に
は
鹿
耳
門
港
が
航
海
上
の
目
標
地
黙
で
あ
っ
た
。

全
て
こ
こ
(
鹿



。
海

外

一
繭
建
の
海
船
は
沿
海
貿
易
の
み
な
ら
ず
、
海
外
へ
も
進
出
し
て
い
た
。
道
光
『
慶
門
志
』
巻
五
、
洋
船
の
僚
に
、
海
外
貿
易
船
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

洋
船
は
即
ち
一
商
船
の
大
き
な
も
の
で
、
船
は
三
本
の
帆
柱
を
用
い
、
帆
柱
に
は
外
園
産
の
木
を
用
い
る
。
洋
船
の
大
き
な
も
の
は
高
徐
石

(

幻

)

を
も
載
せ
る
こ
と
が
で
き
、
小
さ
い
恥
も
の
で
も
ま
た
数
千
石
を
載
せ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
大
型
帆
船
が
海
外
に
向
け
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
大
型
帆
船
が
一
繭
建
か
ら
出
帆
し
て
出
向
い
た
地
域
は
、
同
書
に
よ

る
と
次
の
園
々
で
あ
る
。

ゆ
る

慶
門
で
は
内
地
の
船
が
南
洋
へ
往
っ
て
貿
易
す
る
こ
と
が
准
さ
れ
て
い
る
。
其
の
地
は
喝
痢
杷
(
カ
ラ
パ
〉
、

寅
力
(
セ
ラ
ト
)
、
馬
辰
(
パ
ン
ゼ
ル
マ
シ
ン
)
、
域
仔
ハ
チ
イ
ヤ
)
、
選
羅
ハ
シ
ャ
ム
〉
、
柔
併
合
ョ
ホ
!
と
、
六
坤
(
リ
ゴ
ー
と
、

(
ソ
ン
グ
ラ
l
)
、
丁
家
慮
(
ト
レ
ン
ガ
ヌ
〉
、
宿
霧
(
セ
プ
〉
、
蘇
緑
(
ス
ル
l
〉
、
東
埼
(
カ
ン
ボ
ジ
ア
〉
、
安
南
〈
ベ
ト
ナ
ム
〉
、
呂
宋
(
ル
ソ
ン
〉

(

お

〉

諸
園
で
あ
る
。

と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
閣
に
一
幅
建
海
船
が
進
出
し
て
お
り
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
海
域
は
日
本
、

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
固
ま
れ
た
ほ
ぽ
全
海
域
で
あ
っ
た
。

三
賓
瀧
(
ザ
ン
ホ
ア
ン
ガ
)
、
宋
居
蹄

- 55-

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ボ
ル
ネ
オ
島
、

ジ
ャ
ワ
島
、

マ
レ

l
bナ

島
及
び
中
園
大
陸
、

日
本
の
元
禄
三
年
(
康
照
二
十
九
、

二
ハ
九
O〉

七
月
二
十
七
日
に
長
崎
へ
入
港
し
た
慶
門
出
帆
の
八
十
八
番
船
の
報
告
に
よ
る
と
、

麗
門
か

ら
東
南
ア
ジ
ア
地
域
へ
準
出
し
て
い
た
一
隅
建
船
の
様
子
が
知
ら
れ
る
。

慶
門
よ
り
暁
噛
杷
、
大
泥
、
濯
羅
、
六
阜
、
蹴
六
甲
、
此
所
々
江
荷
貰
に
参
申
候
船
共
も
、
私
共
出
船
仕
候
迄
に
皆
々
致
諦
帆
候
、
此
船

(

鈍

〉

共
は
御
嘗
地
(
長
崎
〉
江
参
船
共
に
市
は
無
御
座
候
。
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1715ー 54(康県五四一乾隆一九〉年バタピア(カラパ〉

入港中園船の出港地及び踊港地上位5港

地 名 パタピア入港線数 499隻 バタピア出港線数 461隻

慶 272隻 54.5% ① 244隻 52.9% 

庚 81隻 16.2% ③ 75隻 16.3% 

寧 波③ 73隻 14.6% ② 81隻 17.6% 

東 京註 ④ 43隻 8.6% ④ 27隻 5.9% 

上 海 ⑤ 11隻 2.2% ⑤ 15隻 3.3% 

JロL 480隻 96.2% 442隻 95.9% 

表 1

出典:George Bryan Souza， THE SURVIVAL OF EMPIRE; Portuguese 
Trade and Society in China and the South China Sea， 1630-1754， 
Cambridge U.P.， 1986. p.138. 

(註〉東京は長崎来航の東京船の例から中園商人による貿易船と考え表中に算入した。

と
あ
る
よ
う
に
、
康
照
二
十
三
年
三
六
八
四
〉
の
展
海
令
施
行
後
の
ま
も
な
い
時
期
に
、

慶
門
か
ら
カ
ラ
パ
ハ
バ
タ
ピ
ア
〉
、
シ
ャ
ム
、
リ
ゴ

I
ル、

ソ
ン
グ
ラ

l
、

マ
ラ
ッ
カ
等

の
地
に
一
幅
建
の
海
船
が
進
出
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
長
崎
に
来
航
す
る
日
本
貿
易
船
と

は
別
に
貿
易
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
船
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
幅
建
船
の
カ
ラ
パ
貿
易
に
つ
い
て

同
三
年
(
康
照
二
十
九
、

一
六
九
O
)
の
六
月

十
七
日
に
長
崎
に
入
港
し
た
六
十
九
番
暁
唱
杷
船
の
報
告
に
よ
る
と
、
同
時
期
に
福
建

か
ら
カ
ラ
パ
に
進
出
し
て
い
た
貿
易
船
は
次
の
も
の
で
あ
っ
た
。

(

お

)

尤
慶
門
、
一
幅
州
、
湾
州
之
方
よ
り
暁
唱
杷
江
参
候
船
共
拾
般
徐
も
御
座
候
。

と
あ
る
よ
う
に
、
一
幅
建
の
慶
門
や
一
帽
州
や
湾
州
か
ら
カ
ラ
バ
へ
貿
易
に
行
く
船
は
一
年

に
十
隻
徐
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
元
晶
体
六
年
ハ
康
際
三
十
二
、
二
ハ

カ
ラ
パ
ヘ
来
航
す
る
中
園
船
は
次

- 56ー

九
三
)
の
七
十
八
番
岐
咽
杷
船
の
報
告
に
よ
る
と

の
よ
う
で
あ
っ
た
。

唐
船
之
儀
は
去
年
よ
り
彼
地
江
罷
渡
り
申
候
船
共
、
私
共
船
共
に
拾
七
般
に
而
御

〈

お

)

座
候
。

と
あ
る
よ
う
に
、
中
園
海
船
は
一
年
に
二
十
隻
前
後
の
来
航
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
内
一
幅

建
の
海
船
は
全
穫
の
半
分
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
園
海
船
に
よ
っ
て

ハ
日
出
)

カ
ラ
パ
に
渡
っ
た
中
園
の
人
々
は
数
寓
人
に
も
及
ぶ
と
見
ら
れ
て
い
た
。

一
七
一
五
年
ハ
康
照
五
十
四
)
よ
り
一
七
五
四
年
(
乾
隆
十
九
)
ま
で
の
四
十
年
聞
に
、

カ
ラ
パ
即
ち
バ
タ
ピ
ア
に
入
港
し
た
中
園
船
の
線
数
は
上
の
表
ー
よ
り
知
ら
れ
る
。



バ
タ
ピ
ア
に
入
港
し
た
中
園
船
の
出
帆
地
は
慶
門
が
全
入
港
敷
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
バ
タ
ピ
ア
よ
り
蹄
帆
す
る
際
の
中
園
の

目
的
港
も
慶
門
が
一
位
で
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
川
こ
の
こ
と
か
ら
、
慶
門
か
ら
バ
タ
ピ
ア
に
入
港
し
た
船
は
こ
の
四
十
年
開
で
、
一
年
嘗

り
六
隻
か
ら
七
隻
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
置
門
会
}
基
地
に
す
る
一
隅
建
海
船
は
ジ
ャ
ワ
島
の
バ
タ
ビ
ア
即
ち
カ
ラ
パ
も
重
要
な
海
外
貿
易
地

で
あ
っ
た
J

シ
ャ
ム
へ
の
一
幅
建
船
の
進
出
に
つ
い
て
は
元
緑
三
年
(
康
照
二
十
九
、

一
六
九
O
)
七
月
六
日
に
長
崎
に
入
港
し
た
八
十
一
香
運
羅
船
の
報
告

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

大
清
之
地
慶
東
、
樟
州
、
一
麗
門
、
此
折
々
よ
り
去
年
も
商
貰
に
罷
渡
申
候
船
、
都
合
拾
四
、
五
般
も
御
座
候
、
a
L

人
方
皆
本
園
江
野
帆
仕
船

(
叩
担
〉

共
に
而
御
座
候
。

と
あ
る
よ
う
に
、
贋
東
省
や
一
幅
建
省
の
湾
州
や
慶
門
か
ら
シ
ャ
ム
に
貿
易
に
行
っ
た
海
船
は
十
四
、
五
隻
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
福
建
海
船

が
多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
右
の
報
告
中
で
、
福
建
の
地
名
を
具
鐙
的
に
二
箇
所
も
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

東
埼
案
(
カ
ン
ボ
ジ
ア
U

へ
幅
建
船
が
進
出
し
て
い
た
こ
と
は
、
元
禄
九
年
(
康
県
三
十
五
、

十
-
番
束
捕
案
船
の
報
告
か
ら
知
ら
れ
る
。

二
ハ
九
六
〉
八
月
十
七
日
に
長
崎
に
入
港
し
た
八

一回一

(

m
却

)

惣
而
一
帽
建
・
贋
東
・
都
江
表
よ
り
商
船
都
合
五
般
、
東
塙
案
江
罷
渡
り
一
商
一
買
仕
申
候
。

と
あ
る
よ
う
に
、
一
隅
建
海
船
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
も
進
出
し
て
い
た
事
賓
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
一
帽
建
海
船
の
海
外
進
出
に
つ
い
て
、
一
隅
建
簿
州
府
津
浦
鯨
の
察
新
は
乾
隆
六
年
(
一
七
四
一
)
に
、

(
川
町
〉

一
幅
建
や
贋
東
の
海
外
貿
易
船
ぬ
お
お
よ
そ
百
綬
を
下
ら
な
い
1
:

と
、
百
隻
近
く
の
一
繭
建
海
船
が
海
外
に
進
出
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

事
責
、
乾
隆
十
六
年
(
一
七
五
一
〉
よ
り
同
二
十
一
年
ハ
一
七
五
六
)
ま
で
、
闘
海
聞
か
ら
海
外
に
進
出
し
た
貿
易
船
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

(

必

〉

内
地
の
販
洋
一
商
船
で
毎
年
出
帆
す
る
も
の
は
、
五
十
除
隻
よ
り
七
十
徐
隻
ほ
ど
に
達
す
る
。
ー
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一
年
に
五
十
隻
か
ら
七
十
隻
除
り
の
一
帽
建
の
海
外
貿
易
船
が
慶
門
よ
り
出
入
港
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
同

(
m
M
)
 

時
期
の
贋
東
船
の
約
三
倍
あ
っ
た
。

中
園
の
海
外
貿
易
船
の
数
は
時
期
に
よ
り
増
減
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
八
三

O
年
頃
の
中
園
の
海
外
貿
易
船
は
一
年
に
二
百
二
十
二

(

必

〉

隻
と
見
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
慌
に
同
教
が
中
園
の
海
外
貿
易
船
の
十
八
世
紀
の
全
数
と
勘
案
す
る
と
、
少
な
く
と
も
三
分
の
一
が
一
繭
建
海
船
で

と
し
、
十
八
位
紀
中
葉
、

占
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
踊
建
海
船
の
経
営
構
造

上
越
の
よ
う
に
贋
範
圏
に
活
動
し
て
い
た
一隅
建
海
船
の
経
営
構
造
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
沿
海
貿
易
船
と
海
外
貿
易
船

の
場
合
に
分
け
て
述
べ
て
み
た
い
。

付

沿
海
貿
易
船
の
運
営
構
造

-58-

遁
光
『
慶
門
士
山
』
巻
五
、
商
船
の
僚
に
沿
海
貿
易
船
の
乗
組
員
の
構
成
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

南
北
通
一両
の
船
、
船
ご
と
に
出
海
一
名
、
即
ち
船
主
な
り
。
柁
工
一
名
、
亜
班
一
名
、
大
綴
一
名
、
頭
綻
一
名
、
司
杉
板
船
一
名
、
綿
舗

(

似

)

一名、

水
手
二
十
除
名
、
或
い
は
十
除
名
な
り
。

と
あ
る
。

船
主
が
出
海
と
も
言
わ
れ
た
こ
と
は
『
慶
門
士
山
』
巻
十
五
、
俗
命
に
、

(

必

)

船
を
領
し
貨
を
運
び
出
洋
す
る
者
、
出
海
と
い
う
。

と
あ
る
。
ま
た
蓋
潤
の
光
緒
『
苗
栗
勝
志
』
巻
七
、
風
俗
考
に
は
、

〈

日

明

)

船
中
に
出
海
と
名
づ
く
る
者
あ
り
、
帳
〔
簿
〕
を
司
さ
ど
り
貨
物
を
牧
撹
す
。



と
あ
る
。
積
荷
の
全
責
任
を
有
す
る
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
慶
東
省
の
澄
海
燃
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
嘉
慶
『
澄
海
豚
志
』
巻

六
、
風
俗
、
生
業
に
も
、

(

抑

制

)

船
の
頭
目
に
一
一
一
あ
り
、
首
は
出
海
な
り
。
敷
を
掌
り
遁
船
の
諸
務
を
乗
管
す
。

(

必

)

と
あ
る
よ
う
に
、
海
船
の
一
番
重
要
な
職
が
出
海
即
ち
船
主
で
あ
っ
た
。
こ
の
船
主
は
行
商
と
も
言
わ
れ
た
。

(
川
叩
)

柁
工
は
舵
工
の
こ
と
で
、
『
海
運
備
採
』
巻
五
、
船
式
の
舵
工
の
僚
に
、

舵
工
、
正
・
副
二
人
、
正
舵
は
針
盤
羅
経
お
よ
び
調
度
一
切
を
主
さ
ど
る
。
副
舵
、
舵
を
主
さ
ど
る
と
い
え
ど
も
た
だ
正
舵
の
一
意
指
を
承

(

印

)

く
の
み
。

と
あ
る
。
日
本
へ
来
航
し
た
船
の
場
合
は
、

(

日

〉

舵
工
カ
チ
ヲ
取
、
彩
長
ト
心
ヲ
合
、
風
ヲ
排
シ
波
ヲ
シ
ノ
ク
。

と
あ
る
よ
う
に
、
帆
船
の
カ
ジ
を
取
っ
た
。

『
牽
海
使
権
録
』
巻
一
の
赤
様
筆
談
に
、

E
班
の
こ
と
は
、

- 59ー

(

臼

)

風
を
占
い
向
き
を
望
む
者
あ
り
、
蓬
稔
の
縄
に
縁
っ
て
上
り
、
登
眺
し
盤
旋
す
。
つ
い
に
怖
畏
す
る
無
し
。
名
づ
け
て

E
班
と
い
う
。

と
あ
り
、
ま
た
、
日
本
へ
来
航
し
た
貿
易
船
に
つ
い
て
は
、

(

臼

)

E
班
帆
柱
、
身
ヲ
帆
柱
ニ
登
ル
。

と
あ
る
よ
う
に
、
帆
船
の
帆
桂
に
登
っ
て
、
風
向
き
針
路
を
確
認
す
る
職
に
あ
っ
た
。

大
綴
は
、
『
海
運
備
採
』
巻
五
、
船
式
に
、

ハ
臼
)

大
綴

二
人
、
頭
巾
頂
窪
、
大
施
上
旗
挽
を
主
さ
ど
り
、
尾
迭
鐘
大
鐘
上
の
一
切
の
縄
索
を
帯
管
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
主
帆
柱
の
帆
の
上
げ
お
ろ
し
及
び
旗
等
の
こ
と
を
行
な
っ
た
。

(

間

山

)

(

回

〉

(

貯

〉

頭
捉
は
頭
碇
の
こ
と
で
、
沙
船
で
は
錘
頭
と
言
っ
た
。
船
の
い
か
り
を
司
さ
ど
っ
た
。

485 
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司
杉
板
船
は

『
蓋
海
使
権
録
』
巻
一
に
、

(

臼

)

船
ご
と
に
杉
板
船
一
隻
を
載
せ
、
も
っ
て
登
岸
に
便
あ
り
、
出
入
は
こ
と
ご
と
く
舟
の
側
〔
面
〕
に
お
い
で
す
。

と
あ

杉ごり
板三
工;日
本

" の
貿
易
船

ザコ

て
は

(

回

)

ハ
シ
フ
ネ
ヲ
主
ル
。
テ
ン
マ
ノ
コ
ト
ナ
リ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
大
型
船
か
ら
の
積
荷
の
あ
げ
卸
し
、
乗
船
者
の
岸
よ
り
船
へ
の
昇
降
に
使
わ
れ
る
小
型
船
が
杉
板
船
で
、
司
杉
板
船
は
そ
の

管
理
を
行
っ
た
。

線
舗
は
『
海
運
備
採
』
巻
五
に
、

(

印

)

線
舗
、
一
人
、
鍋
飯
、
柴
米
の
事
を
主
さ
ど
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
総
舗
は
帆
船
の
食
事
係
即
ち
コ

γ
ク
で
あ
っ
た
。

水
主
は
ま
た
工
祉
や
目
侶
と
も
呼
ば
れ
、
日
本
貿
易
船
で
は
、

(
m
m
〉

工
祉
水
主
な
り
。

- 60ー

と
あ
る
。

以
上
が
沿
海
貿
易
船
の
乗
組
員
の
構
成
員
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
船
に
何
名
程
の
乗
組
員
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

漂
着
し
た
一
幅
建
の
沿
海
鳥
船
の
例
よ
り
見
る
と
、
客
筒
、
船
客
等
の
船
舶
乗
船
者
を
除
き
、
乗
組
員
は
ほ
ぼ
二
十
名
か
ら
三
十
名
の
聞
で
あ

一
般
的
に
は
天
津
に
入
港
し
た
一幅
建
の
海
船
の
事
例
か
ら
十
七
、
八
名
か
ら
二
十
五
名
程
度
の
乗
組

り
、
中
に
は
五
十
名
の
例
也
知
ら
れ
る
。

(

臼

〉

員
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

(二)

海
外
貿
易
船
の
運
営
構
造

海
外
貿
易
船
の
場
合
は

『
慶
門
志
』
各
五
、
洋
船
に
、
赤
飯
筆
談
よ
り
引
い
て



外
園
に
逼
販
の
船
、
船
ご
と
に
船
主
一
名
、
財
副
一
名
、
貨
物
銭
財
を
司
ど
る
。
綿
棒
一
名
、
事
件
を
分
理
す
。
火
長
一
は
正
、

副
、
船
中
の
更
漏
及
び
肢
船
、
針
路
を
掌
る
。

E
班
、
舵
工
各
一
正
、
一
副
、
大
練
、
二
綴
各
一
、
船
中
の
練
練
を
管
す
。
一
程
、
二
捉

各
一
、
梶
を
司
ど
る
。
一
一
造
、
二
遁
、
三
遷
、
各
一
、
稔
練
を
司
ど
る
。
杉
板
船
一
は
正
、
一
は
副
、
杉
板
及
び
頭
績
を
司
ど
る
。
押
工

一
名
、
船
中
の
器
物
を
修
理
す
。
揮
庫
一
名
、
船
鎗
を
清
理
す
。
呑
工
一
名
、
朝
夕
、
香
権
を
焚
し
記
紳
す
。
線
舗
一
名
、
ま
た
火
食
を

(
臼
〉

司
ど
る
。
水
手
数
十
名
。

と
あ
る
よ
う
に
、
海
外
貿
易
船
は
、
船
主
、
財
副
、

一綿
棒
、
火
長
、

E
班
、
舵
工
、
大
線
、
二
練
、
一
桂
、
二
綻
、
一
遷
、
三
選
、
三
逼
、
杉

板
船
、
押
工
、
揮
庫
、
香
工
、
綿
舗
、
水
手
等
の
構
成
員
で
占
め
ら
れ
沿
海
貿
易
船
よ
り
大
型
船
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
構
成
は
複
雑
で
あ t工

った。沿
海
貿
易
船
の
構
成
員
と
特
に
異
な
る
職
務
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
財
副
、
綿
棒
、
火
長
、

工
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
職
務
内
容
を
説
明
し
て
み
た
い
。

ハ
臼
〉

財
副
は
財
附
と
も
呼
ば
れ
た
。
日
本
へ
来
航
し
た
中
園
船
で
は
、

(
同
山
〉

財
附
荷
物
等
用
商
頁
諸
事
日
記
等
主
ル
。

と
あ
る
よ
う
に
、
船
内
の
積
荷
の
管
理
、
貿
易
取
引
の
諸
事
を
慮
置
し
た
。
威
豊
元
年
十
二
月
六
日
(
一
八
五
二
年
一
月
二
十
六
日
〉
に
長
崎
に
入

(
m
m
)
 

港
し
た
亥
四
番
船
で
あ
っ
た
豊
利
船
の
日
記
が
蔑
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
記
し
た
の
は
副
財
副
の
陳
吉
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
航
海

日
誌
に
一
該
嘗
す
る
船
内
の
日
記
を
記
す
の
が
財
副
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

(
m
w
)
 

線
樟
は
線
管
、
線
官
と
も
呼
ば
れ
、(
印

〉

線
官
船
中
諸
事
肝
煎
奉
行
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
船
中
の
諸
事
を
慮
理
す
る
職
務
で
あ
っ
た
。

(

印

)

火
長
は
ま
た
彩
長
と
も
呼
ば
れ
、

一
遷
、
二
遷
、
三
遷
、
押
工
、
揮
庫
、
香

- 61ー
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彩
長
、
察
地
理

地
理
ヲ
知
、
天
気
ヲ
考
、

〈

m山
)

日
月
星
ヲ
計
。

と
あ
る
よ
う
に
、
船
舶
の
航
行
に
お
い
て
重
要
な
職
務
で
あ
り
、
航
海
士
の
職
務
に
相
首
す
る
。

(

冗

)

一
遷
、
二
遷
、
三
遷
は
ま
た
一
伴
、
二
伴
、
三
行
と
も
呼
ば
れ
、
船
の
帆
柱
の
帆
の
昇
降
に
必
要
な
引
き
縄
を
捨
嘗
し
て
い
る
。

(

η

)

 

押
工
は
船
中
の
器
物
の
修
理
を
捨
嘗
し
た
と
あ
る
よ
う
に
、
船
大
工
の
職
に
一
該
嘗
す
る
。

(

向

日

)

捧
庫
は
ま
た
値
庫
と
も
呼
ば
れ
、
船
鎗
内
の
全
積
荷
の
管
理
、
保
管
を
携
嘗
し
た
。

〈

叫

〉

香
工
は
呑
公
と
も
呼
ば
れ
、

香
工

(
符
〉

船
神
ノ
呑
花
ヲ
主
ル
。
朝
夕
但
奔
ヲ
ス
。

と
あ
る
よ
う
に
、
船
内
に
祭
ら
れ
て
い
る
航
海
神
の
天
后
等
の
祭
事
を
捲
嘗
し
た
。
天
后
聖
母
の
誕
生
日
と
さ
れ
る
三
月
二
十
三
日
に
は
船
中

(
m
m
)
 

で
は
特
別
行
事
が
取
り
行
な
わ
れ
た
か
ら
、
香
工
は
そ
の
際
に
は
重
要
な
職
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
〈

作

)

水
手
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
工
祉
と
も
呼
ば
れ
、
七
十
人
、
小
ハ
三
、
四
十
人
」
と
あ
る
よ
う
に
多
数
乗
船
し

「
大
ハ
百
十
人
、
中
ハ
六
、

- 62ー

て
い
る
。

(
叩
山
〉

以
上
が
一
幅
建
の
海
外
貿
易
船
の
職
務
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
海
上
防
備
の
関
係
か
ら
抱
手
の
い
る
船
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
海
外
貿
易
船
の
乗
組
員
総
数
は
貫
敷
で
何
名
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
南
海
方
面
へ
出
船
す
る
貿
易
船
に
つ
い
て
、

従
前
一
両
一
船
出
洋
の
時
、
船
ご
と
に
報
ず
る
と
こ
ろ
の
人
数
は
舵
水
、
綿
計
多
き
は
七
、

(
m
m
)
 

六
、
七
十
人
な
り
。

客
一
を
連
ら
ね
、

八
十
人
を
す
ぎ
ず
、

少
き
は

と
あ
る
よ
う
に
、

ほ
ぼ
六
十
名
か
ら
八
十
名
で
あ
っ
た
。

(

印

〉

日
本
へ
来
航
し
た
中
園
一商
船
は
百
名
程
度
の
乗
組
員
が
あ
っ
た
か
ら
、

一
般
的
に
船

舶
の
大
小
に
よ
り
差
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
六
十
名
か
ら
八
十
名
の
乗
組
員
が
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
沿
海
船
の
十
数
名
か
ら
二
十
除
名
の
規
模
と
比
較
し
て
三
倍
か
ら
五
倍
以
上
の
遣
い
が
あ
り
、
海
外
貿
易
船
の
方
が
沿
海

船
よ
り
一
層
大
型
船
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。



伺

海
船
の
経
営
構
造

先
に
述
べ
た
船
舶
乗
組
員
と
経
営
主
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

r

道
光
『
慶
門
士
山
』
巻
十
五
、
俗
向
に
よ
れ
ば
、
船
舶
を
造
船
す
る
資
本
家
を
次
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
る
。

(
刷
出
)

大
船
を
造
る
に
敷
高
金
を
費
や
す
。
船
を
造
り
貨
を
置
く
者
は
財
東
と
言
う
。

と
あ
る
よ
う
に
)
財
東
と
言
わ
れ
た
。

こ
の
財
東
が
賓
際
に
船
主
や
船
舶
所
有
者
で
あ
る
船
戸
と
の
関
係
を
記
し
た
事
例
が
知
ら
れ
る
。
賓
暦
元
年
〈
乾
隆
十
六
、

(

位

)

(

部

〉

月
に
長
崎
へ
入
港
し
た
未
十
一
番
船
が
一
幅
建
に
漂
着
し
た
日
本
人
を
詮
還
し
た
。
そ
の
際
の
開
係
文
書
が
『
唐
園
漂
流
記
』
に
知
ら
れ
る
。
こ

〈倒〉

の
文
書
に
よ
る
と
、
寧
渡
在
住
の
一
踊
建
商
人
信
公
輿
は
日
本
側
で
は
荷
主
と
し
、
乗
組
員
は
「
財
東
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
財
東
信
公
輿
と

(田山〉

船
主
H
行
商
と
船
舶
所
有
者
で
あ
る
船
戸
と
の
関
係
は
同
文
書
か
ら
次
の
よ
う
に
知
ら
れ
る
。

。

と

(

山

田

〉

今
商
人
信
公
輿
を
し
て
行
商
鄭
青
雲
を
情
い
、
本
鯨
(
郵
豚
〉
の
船
戸
彰
世
彩
の
船
隻
を
雇
い
、
貨
を
購
入
し
、
往
洋
貿
易
せ
し
む
。

と
あ
る
。

一
七
五
一
)
十
二

- 63ー

資
本
家
で
あ
る
財
東
は
、
行
商
即
ち
船
主
を
情
い
、
さ
ら
に
財
東
は
船
戸
の
船
舶
を
雇
用
し
、
海
上
貿
易
を
行
な
っ
た
。

(

凹

引

)

財
東
と
船
主
と
の
聞
に
成
立
す
る
「
僑
」
関
係
と
は
、
単
な
る
雇
用
関
係
で
な
く
、
一
種
の
委
託
も
し
く
は
代
理
の
意
味
を
有
し
て
い
た
。

郎
ち
船
主
H
行
商
は
財
東
に
代
っ
て
貿
易
地
で
の
一
商
取
引
の
最
も
重
要
な
職
に
あ
っ
た
。
船
主
の
一商
取
引
の
結
果
が
財
東
の
牧
盆
に
大
き
く
関

係
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

(
∞
∞
〉

財
東
は
ま
た
「
東
翁
」
と
も
呼
ば
れ
、
貿
易
船
の
出
帆
に
首
つ
て
の
財
東
と
船
主
等
の
人
間
関
係
の
一
勧
は
先
に
燭
れ
た
『
豊
利
船
日
記
備

(

的

)

査
』
に
描
か
れ
て
い
る
。
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乗
組
員
の
雇
傭
に
関
す
る
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

日
本
貿
易
船
の
場
合
に
は
次
の
よ
う
に
知
ら
れ
る
。
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唐
人
七
十
八
人
之
内
十
人
程
は
、
人
柄
も
格
別
宜
相
見
え
申
候
、
公
漫
向
は
船
主
沈
敬
瞬
、
財
副
顧
寧
遠
南
人
に
て
取
計
、
其
徐
之
唐
人

は
相
構
不
申
、
水
主
取
計
方
は
線
官
林
天
従
差
配
い
た
し
、
副
船
主
方
西
国
は
名
通
之
由
、
外
六
十
四
人
之
水
手
等
は
、
日
本
に
て
引
嘗

(
卯
)

候
へ
は
、
馬
方
船
頭
杯
之
軽
き
身
分
に
て
、
南
京
出
帆
之
節
、
何
れ
も
雇
入
候
者
と
も
之
由
。

と
あ
る
。
船
舶
乗
組
員
の
最
重
要
責
任
者
は
船
主
、
財
副
で
あ
り
、
そ
の
他
水
手
等
の
船
員
等
は
線
官
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
彼
等
は
江
戸
時

代
の
交
通
関
係
の
職
種
に
従
事
す
る
人
々
と
同
様
に
見
ら
れ
、
出
帆
時
に
雇
傭
さ
れ
て
い
た
賦
況
が
知
ら
れ
る
。

(
m
m
〉

日
本
貿
易
船
は
江
戸
中
期
以
降
鳥
船
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
船
員
等
は
特
に
一
噛
建
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

一
帽
建
で
は
古
く
か
ら
海
に
出
て
お
り
、
特
に
清
代
の
津
州
府
や
泉
州
府
に
お
い
て
、

雨
府
の
人
民
は
も
と
よ
り
三
等
あ
る
。
上
等
の
者
は
海
上
貿
易
を
事
業
と
し
、
下
等
の
者
は
船
員
や
漁
業
や
船
を
操
縦
し
人
足
と
な
っ
て

(

但

〉

生
計
を
た
て
る
。
た
だ
中
等
の
者
が
農
業
に
つ
と
め
、
日
々
を
重
ね
る
。
こ
の
た
め
各
層
は
米
の
貴
き
を
患
わ
ず
、
米
無
き
を
患
う
。

と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
が
船
員
と
な
っ
て
い
た
。
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そ
れ
は
、
簡
単
に
船
を
造
船
す
る
だ
け
の
資
力
が
無
い
た
め
で
あ
る
。
潅
正
年
聞
で
藍
鼎
元
は
海
船
の
造
船
費
を
大
型
船
で
七
、
八
千
雨
、

〈

回

)

(

倒

)

小
型
船
で
二
、
三
千
雨
と
し
、
乾
隆
初
年
に
禁
新
は
大
型
船
で
高
金
、
小
型
船
で
も
四
、
五
千
両
と
見
積
っ
て
い
た
か
ら
か
な
り
の
資
産
家
で

な
け
れ
ば
造
船
は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
般
に
は
、

(
M
N
)
 

敷
人
を
合
せ
一
庖
舗
を
開
く
。
あ
る
い
は
一
舶
を
製
造
す
れ
ば
金
と
姓
す
。
金
は
合
の
ご
と
き
な
り
。

と
数
人
で
資
本
を
調
達
し
て
造
船
す
る
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。
事
賞
、
日
本
に
来
航
し
た
鳥
船
に
は
「
金
全
勝
」
等
の
よ
う
に
金
字
抗
を
附

(

町

)

し
た
船
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
合
資
に
よ
っ
て
造
船
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四

一
幅
建
の
海
船

一
隅
建
の
海
船
は
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
海
開
十
年
報
告
』
に
よ
っ
て
述
べ
て
み
た
い
。



ま
ず
一
踊
州
の
場
合
に
つ
い
て
、
同
報
告
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

土
着
の
海
運
業
に
閲
し
て
、
こ
の
港
で
雇
用
さ
れ
た
ジ
ヤ
ン
ク
の
敷
は
確
か
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
大
凡
で
あ
る
が

一
年
の
登

録
は
二
千
以
上
と
見
積
も
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
定
期
一
商
一
船
と
見
な
さ
れ
、
J

そ
れ
ら
の
属
す
る
地
域
あ
る
い
は
場
所
に
よ
っ
て
四
つ
の
明
確

(
市
町
〉

な
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
全
て
塗
料
の
色
か
ら
識
別
で
き
る
し
る
し
か
-
船
桂
に
つ
け
て
い
る
。

と
あ
り
、
一
繭
州
に
入
港
す
る
海
船
が
船
瞳
の
塗
料
の
色
か
ら
四
種
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
四
種
と
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

寧
波
ジ
ヤ
ン
ク
、
黒
色
の
船
睡
で
烏
鱒
。

一
隅
建
ジ
ヤ
ン
ク
、
緑
色
の
船
首
で
緑
頭
。

慶
東
ジ
ヤ
ン
ク
、
赤
色
の
船
首
で
紅
頭
。
(

m

m

)

 

蓋
湾
ジ
ヤ
ン
ク
、
白
色
の
船
底
で
白
底
。

悼と)付同緑
色
、
一
隅
建
の
ジ
ヤ
ン
ク
は
一
繭
州
と
北
方
と
の
開
、
と
り
わ
け
天
津
と
の
聞
に
雇
用
さ
れ
て
い
て
、

れ
ら
の
轍
出
貨
物
は
主
に
紙
や
竹
製
の
植
で
あ
り
、
総
入
貨
物
は
果
寅
や
豆
類
や
築
材
か
ら
な
っ
て
い
る
。
泉
州
ジ
ヤ
ン
ク
は
こ
の
グ
ル

ー
プ
に
属
し
、
特
に
一
描
州
と
蓋
湾
と
の
聞
を
定
期
的
に
往
復
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
島
々
に
一
般
的
な
雑
貨
を
運
び
、
開
帆
に
際
し
て
砂

(
卯
〉

糖
や
瞳
を
F

も
た
ら
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
一
踊
州
所
属
も
し
く
は
一
隅
建
に
船
籍
を
有
す
る
一
踊
建
海
船
は
北
方
貿
易
、
主
に
天
津
と
の
沿
海
貸
易
に
従
事
し
て
い
た
。
一
帽
州

に
入
港
す
る
泉
州
船
籍
の
海
船
は
一
隅
州
と
蓋
湾
聞
の
貿
易
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
同
報
告
第
二
編
第
二
巻
に
、
一
踊
州
の
海
船
の
事
情
を
、

ジ
ヤ
ン
ク
貿
易
は
大
慶
慶
大
で
明
ら
か
に
繁
策
し
て
い
る
。

一
航
海
に
一
年
を
要
し
て
い
る
。
こ

- 65ー

と
あ
る
。
こ
の
内
、
一
繭
建
ジ
ヤ
ン
ク
の
活
動
に
つ
い
て
、
同
報
告
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

491 

こ
の
港
会
一
崎
州
〉
と
天
津
、
山
東
、

ハ
川
)

グ
は
北
駁
と
い
う
船
式
で
あ
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
の
ジ
ヤ
ン
ク
は
約
四
十
般
あ
る
。

牛
荘
と
の
聞
に
貿
易
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
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と
あ
り
、

(

川

〉

一
隅
州
と
輿
化
や
温
州
や
寧
波
と
の
聞
の
貿
易
は
烏
贈
と
呼
ば
れ
る
ジ
ヤ
ン
ク
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

と
あ
り
、
さ
ら
に
、

ハ
問
)

北
商
船
と
呼
ば
れ
る
ジ
ヤ
ン
ク
の
一
群
が
あ
り
上
海
と
芝
宋
と
の
聞
に
貿
易
し
、
そ
の
教
は
約
六
十
隻
で
あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
一
踊
州
で
は
活
動
領
域
に
よ
り
、
北
駁
、
烏
贈
、
北
商
船
等
と
呼
ば
れ
た
沿
海
船
が
あ
り
、
こ
の
他
、
海
盟
船
、
蓋
商
船
や
寧

(

川

〉

波
と
温
州
と
の
聞
に
従
事
し
た
白
底
船
が
知
ら
れ
る
。

他
方
、
慶
門
に
お
け
る
海
船
の
種
類
に
つ
い
て
、
間
報
告
の
第
一
編
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

慶
門
の
港
に
登
録
さ
れ
た
海
上
航
行
ジ
ヤ
ン
ク
の
積
載
能
力
は
毎
年
約
二
十
寓
捨
あ
る
い
は
一
高
一
千
九
百
ト
ン
で
あ
る
。
群
芝
北
、
大

北
、
小
北
、
駁
仔
と
中
園
名
が
附
け
ら
れ
た
四
種
の
ジ
ヤ
ン
ク
が
あ
る
。

確
認
出
来
得
る
範
園
で
全
ト
ン
数
の
約
七
十
七
%
が
慶
門
と
蓋
南
と
の
聞
の
一
般
貨
物
と
多
く
の
放
客
運
迭
に
従
事
し
て
い
る
。
五
%
が

慶
門
と
膨
湖
列
島
と
の
聞
に
従
事
し
、
八
%
が
慶
門
と
寧
波
、
芝
宋
、
上
海
、
天
津
聞
に
従
事
し
、
五
%
が
慶
門
と
金
門
と
の
聞
に
、
残

(

川

〉

り
の
五
%
が
慶
門
と
ナ
モ
ア
諸
島
や
油
頭
と
の
聞
に
従
事
し
て
い
る
。
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と
直
門
海
船
の
種
類
と
そ
の
活
動
領
域
の
割
合
分
布
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
四
種
の
海
船
は
ど
の
よ
う
に
活
動
領
域
が
異
な
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
同
報
告
の
第
二
編
第
二
巻
の
慶
門
に
見
え
る
。

群
芝
北
は
た
だ
蓋
潤
と
貿
易
し
て
い
る
。
大
北
は
芝
宋
、
牛
荘
、
天
津
と
貿
易
し
て
い
る
。
小
北
は
温
州
、
寧
波
、
上
海
と
貿
易
し
て
い

(

川

)

る
。
駁
仔
は
ナ
モ
ア
島
、
油
頭
と
香
港
と
貿
易
し
て
い
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
遼
寧
省
、
河
北
省
方
面
へ
は
大
北
が
、
江
蘇
‘
街
江
省
方
面
へ
は
小
北
が
、
蓋
湾
へ
は
鮮
芝
北
が
、
慶
東
省
方
面
へ
は
駁
仔

と
呼
ば
れ
た
海
船
が
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
一
隅
建
で
の
報
告
に
劃
し
て
、
こ
れ
ら
の
一
隅
建
船
が
入
港
し
た
沿
海
港
の
報
告
に
擦
る
と
一
踊
建
船
は
ど
の
よ
う
な
船
式
で
あ
っ



た
ろ
う
か
。

牛
妊
に
入
港
し
た
一
踊
建
船
に
つ
い
て
は
、

(

川

)

一一
隅
州
ジ
ヤ
ン
ク
(
紹
船
〉
、
こ
れ
ら
は
-
年
に
約
五

O
か
ら
七

O
航
海
を
し
て
い
る
。

』

と
牛
荘
に
は
一
年
に
五

O
般
か
ら
七

O
般
が
入
港
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
船
式
は
、

慶
門
や
泉
州
や
輿
化
や
一
踊
州
の
一
隅
建
省
か
ら
こ
の
港
と
貿
易
す
る
ジ
ヤ
ン
グ
は
鳥
船
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

(

川

)

言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

一
般
的
に
臨
船
と

と
あ
る
鳥
船
で
あ
っ
た
。

山
東
の
芝
宋
に
入
港
し
た
一
繭
建
船
に
つ
い
て
、

一
幅
州
や
慶
門
ジ
ヤ
ン
ク
、
即
ち
一
踊
州
や
慶
門
の
ジ
ヤ
ン
ク
は
鵬
船
や
鳥
船
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
積
載
量
は
大
型
で
七
千
・

ハ
川
)

措
、
小
型
で
二
千
八
百
携
あ
り
、
そ
の
船
員
数
は
四
十
か
ら
三
十
五
名
で
あ
る
。

と
牛
荘
同
様
、
鳥
船
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

錦
州
へ
入
港
し
た
一
繭
建
船
は
錦
州
の
地
方
志
の
記
載
か
ら
も
鳥
船
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
幅
建
の
海
船
は
一
般
に
鳥
船
主
呼
ば
れ
た
船
式
で
あ
り
、
一
服
建
で
は
そ
の
船
の
大
き
き
ゃ
目
的
地
に
よ
っ
て
地
方
名
や

地
域
名
を
附
し
た
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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五

結

上
述
の
よ
う
に
清
代
に
お
け
る
一
帽
建
海
船
の
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
活
動
領
域
及
び
経
管
獄
況
、
そ
の
船
式
に
つ
い
て
論
じ
た
。

一
踊
建
海
船
の
活
動
領
域
は
中
園
沿
海
貿
易
の
場
合
主
に
南
は
贋
東
省
の
潮
州
附
近
を
最
南
端
に
し
て
、
北
は
現
在
の
遼
寧
省
、
河
北
省
、
山

東
省
、
江
蘇
省
、
新
江
省
に
及
ぶ
一
幅
建
省
以
北
の
全
沿
海
地
域
に
及
ん
で
い
た
。
と
り
わ
け
、
蓋
卒
、
牛
荘
、
錦
州
等
の
東
北
海
港
、
天
津
、
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芝
田
不
、
謬
州
、
上
海
、
寧
波
、
温
州
等
を
主
要
貿
易
港
と
し
て
い
た
。

他
方
海
外
貿
易
に
出
帆
し
た
海
船
は
主
に
慶
門
を
基
地
に
日
本
、
南
西
諸
島
、
蓋
湾
、

マ
レ

l
半
島
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
固
ま
れ
た
海
域
に
出
帆
し
て
お
り
、
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
一
ラ
と
の
貿
易
は
一
幅
建
の
海
外
貿
易
に
お
い

フ
ィ
リ
ピ
ン

ボ
ル
ネ
オ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
群
島
、

て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
。

一
隅
建
海
船
は
沿
海
船
が
二
十
数
名
の
船
員
か
ら
成
る
船
舶
で
、
海
外
貿
易
船
は
船
員
が
五
十
名
か
ら
百
名
に
達
す
る
大
型
船
を
擁
し
て
お

り
、
船
員
の
職
務
は
複
数
に
分
携
業
務
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
隅
建
海
船
の
船
式
は
一
般
的
に
明
代
末
期
頃
か
ら
護
展
し
て
き
た
鳥
船
で
あ
り
、
そ
の
貿
易
地
等
か
ら
一
隅
建
で
は
航
行
地
域
、
海
域
に
擬
し

た
名
稽
で
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
繭
建
海
船
が
沿
海
に
海
外
に
と
多
数
出
帆
し
て
行
っ
た
背
景
に
は
一
幅
建
の
地
理
的
背
景
を
看
過
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

務
正
四
年
(
一
七
二
六
〉
闘
新
線
督
で
あ
っ
た
高
其
停
が
失
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
が
一
帽
建
の
地
理
的
経
済
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

民
の
い
よ
い
よ
富
む
者
は
船
主
と
な
り
、
商
人
と
な
る
。
民
の
貧
し
い
者
は
頭
舵
と
な
り
水
手
と
な
る
。

一
一
船
に
ほ
ぼ
百
名
が
一
年
に
往

- 68一

っ
て
還
っ
て
来
て
千
徐
金
、
あ
る
い
は
数
百
金
も
手
に
入
る
。
水
手
の
者
達
も
ま
た
人
ご
と
に
、
二
・
三
十
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
長
年
に
一
隅
建
の
米
糧
を
食
べ
な
い
う
え
に
、
銀
を
得
て
鯖
っ
て
来
て
、
そ
の
家
族
を
養
い
、
職
人
も
皆
大
い
に
な
り
わ

い
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
海
外
貿
易
船
が
一
航
海
す
れ
ば
、
庖
を
聞
き
庖
舗
も
設
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
商
人
の
家
を
維
持
し
て
い

〈

川

〉

く
の
に
十
分
で
あ
る
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
海
外
貿
易
船
に
よ
っ
て
幅
建
船
に
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
数
果
が
薙
正
十
一
年
(
一
主
三
ニ
〉
の
那
玉
麟
の
奏
摺
に
見
え
る
。

お
よ
そ
外
圏
銀
を
二
、
三
百
高
を
得
て
、
内
地
に
載
せ
回
り
、
利
息
の
麗
儀
に
よ
っ
て
耕
抵
の
不
足
を
た

す毎
け〈年
る110の
。〉幅

建
省
の
海
外
船
t土



と
あ
る
よ
う
に
、
海
上
貿
易
マ
一
隅
建
に
も
た
ら
さ
れ
る
外
園
銀
が
一
踊
建
経
済
を
活
性
化
し
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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註〈1
〉
藍
鼎
元
『
鹿
洲
初
集
』
品
位
十
二
、
説
、
「
一
幅
建
全
省
線
圃
設
」
に
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

宇
内
東
南
諸
省
、
皆
器
国
海
形
勢
之
雄
、
以
闘
魚
最
。

ハ
2
)

同
書
、
巻
十
二
、
説
、
コ
繭
建
全
省
線
園
設
」
。

大
海
涯
洋
、
高
里
無
際
、
江
漸
、
登
帯
然
、
関
東
、
天
津
、
観
若
戸

庭
。
琉
球
、
呂
宋
、
蘇
緑
、
鴎
嘱
昭
、
遅
羅
、
安
南
諸
番
、
若
見
孫

環
続
膝
下
。

(

3

)

同
治
『
一
繭
建
通
士
山
』
巻
八
十
七
、
「
鮭
亨
陽
禁
洋
私
議
」
。

一
踊
建
僻
在
海
隅
、
人
満
財
乏
、
惟
侍
販
洋
。

(
4
〉
藍
鼎
元
『
鹿
洲
奏
疏
』
「
漕
糧
粂
資
海
運
」
第
四
。

今
之
海
道
、
己
篤
坦
途
、
関
車
風
商
民
、
皆
知
之
、
臣
生
長
海
演
、
習

見
海
船
之
便
利
、
商
賀
造
舟
置
貨
、
由
一
描
建
慶
門
開
駕
、
順
風
十
銭

日
、
即
至
天
津
、
上
而
関
東
、
下
而
謬
州
、
上
海
、
乍
浦
、
寧
波
、

皆
闘
庚
商
船
貿
易
之
地
。

(

5

)

『
重
修
塞
湾
府
士
山
』
巻
二
十
、
要
文
て
施
現
「
論
開
海
禁
疏
」
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。

或
一
人
自
造
一
船
、
或
数
人
合
造
一
一
船
、
蕗
四
方
客
商
貨
物
附
搭
。

(
6
〉
近
年
の
中
園
海
運
史
関
係
の
研
究
の
動
向
は
松
浦
章
「
中
園
海
事
史

研
究
の
現
況
」
(『東
洋
史
研
究
』
第
四
五
各
第
二
鋭
、
一
九
八
六
年
九

月
)
で
の
ベ
た
。
欧
文
関
係
の
研
究
は
次
の
論
文
が
米
圏
の
研
究
を
中

心
に
要
領
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。

河
o
r
o
『
件
。
曲
正
巳
-
曲
一
寸
回
開
玄
〉
河
口
，
同
玄
何
回
目
ω、H
，omJ同
O
司

円
、
〉
斗
別

H玄
可
制
何
回
k
r
F

の
国
H
Z〉
リ
。
∞
ω
開河〈〉、同，
H
O
Z
ω
o
z

。
c
m
m開
Z
、『の
O
Zの何回
NZω
〉
Z
U
M
N切
の
開
Z
吋
如
何
ω
開
〉
問
。
出
-

h
h吋
同
同
足
、
同
知

E
』
い
の
同
b
q
k
f
〈o--a・

Z
0
・N
-
U
2・
Hug-

さ
ら
に
、
一
繭
建
の
慶
門
を
中
心
と
す
る
次
の
海
上
貿
易
の
研
究
書
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。

Z
聞
の
V
5・r
o
o口
町
一
叶
H
N
h
b切
除
見
b

h
円。。
ι

日吋
4
M
J

吋
句
切

除
』
向
。
州
、
見
凶
吋
詞
1
0河
内
。
弓
吋
同
阿
川
町
民
句
史
入
声
。
。
与
h

弓・

H
a
E
|
』

au・
ω吉岡向唱。『

o
c・
p
・
忌
∞
ω・
(
呉
振
強
著
『
慶
門
的
興

起』〉。同
書
は
第
一
章
、
地
方
風
の
南
一
隅
建
一
六
O
O
-
-
八
O
O、
第
二

一章
、
医
門
の
興
起
、
第
三
章
、
慶
門
の
沿
海
貿
易
網
、
第
四
章
、
商

人
、
第
五
一章
、
社
曾
政
治
的
環
境
と
五
章
に
渉
り
慶
門
が
海
上
貿
易
に

よ
り
牽
頭
し
た
要
因
を
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、
拙
稿
で
も
紹
介
し
た
回
汝
康
敬
授
の
帆
船
貿
易
関
係
の
論
文

が
『
中
園
帆
船
貿
易
和
封
外
関
係
史
論
集
』
(
斯
江
人
民
出
版
社
、
一

九
八
七
年
十
一
月
〉
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
研
究
者
に
便
宜
を
輿
え
て
い

る。

(
7
〉

『康
照
起
居
注
』
(
中
圏
第
一
一
歴
史
繕
案
館
整
理
、
中
華
書
局
U

第

二
加
一
一
九
九
頁
、
康
照
二
十
三
年
七
月
十
一
日
乙
亥
の
僚
。

石
柱
奏
回
、
〈
中
略
)
臣
奉
命
往
開
海
界
、
関
車
勺
南
省
沿
海
居
民
紛
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紛
群
集
、
焚
香
脆
迎
。

道
光
『
慶
門
志
』
品
位
五
、
商
船
の
僚
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

-
商
船
自
慶
門
販
貨
、
往
来
内
洋
、
及
南
北
通
商
者
、
有
横
洋
船
、
版

刷澗船
。
横
洋
船
者
、
由
度
門
、
封
渡
肇
淘
鹿
耳
門
、
渉
黒
水
洋
、
黒

水
南
北
流
甚
険
、
船
則
東
西
横
波
、
故
謂
之
横
洋
船
、
身
様
頭
二
丈

以
上
。

同
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

横
洋
船
亦
有
自
蔓
湾
載
糖
、
至
天
津
貿
易
者
、
其
船
般
大
、

謂
之
絡

船
、
統
謂
之
透
北
船
。

同
書
、
同
僚
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

阪
鱒
船
叉
分
南
側
、
北
酬
問
。
南
鱒
者
、
販
貨
至
海
州
、
南
禍
供
、
廉
東

各
蕗
貿
易
之
船
、
北
鱒
者
、
至
温
州
、
市
平
波
、
上
海
、
天
津
、

登

茶
、
錦
州
貿
易
之
船
。

(

U

)

松
浦
一挙

「
清
代
盛
京
海
港
錦
州
と
そ
の
後
背
地
」
(『関
西
大
祭
文

聞学論
集
」
第
三
七
巻
第
一
鋭
、
一
九
八
七
年
十
二
月
)
。

(
ロ
)
『
簿
緋
夷
務
始
末
』
袋
二
十
五
、
威
盟
八
年
五
月
、
慶
誠
等
奏
沿
海

布
置
情
形
摺
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

錦
州
天
橋
廠
海
口
、
向
係
閥
、
庚
、
江
、
新
等
省
沙
、

鳥
等
船
、
前

来
貿
易
之
区
、
舗
戸
較
多
、
是
震
極
要
。

(
日
)
『
備
迭
司
謄
録
』
第
二
十
加
(
大
韓
民
園
、
園
史
編
纂
委
員
禽
〉
七

四
三
J
七
四
七
頁
。
松
浦
章
「
李
朝
漂
着
中
園
帆
船
の
「
問
情
別
車
」

に
つ
い
て
〈
下
〉
L

Q関
西
大
皐
東
西
皐
術
研
究
所
紀
要
』
第
十
八
輯
、

一
九
八
五
年
三
月
)
四
九
J
五
一
一
良
参
照
。
『
備
遁
司
謄
録
』
第
二
十

三
加
七
四
五
頁
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

本
年
(
嘉
慶
十
八
年
〉
四
月
初
七
日
、
自
同
安
豚
、
往
肇
湾
府
、
袋

(

8

)
 

〈

9
)

(

川

山

)

放
糖
属
、
五
月
十
五
日
、
往
江
南
省
松
江
府
上
海
豚
、

交
易
茶
索。

七
月
初
六
日
、

叉
自
上
海
豚
、
往
奉
天
省
西
錦
州
、

交
易
後
、
阪
故

山県豆

一
千
石
、
白
米
十
二
包
、
鹿
肉
餅
八
包
、
牛
勧
五
包
、
木
耳
七

包、

遠士
山
十
包
、
甘
草
十
五
包
、
丹
夢
五
包
、
赤
有
楽
七
包
、
瓜
子

三
十
包
、
柴
胡
四
包
、
防
風
六
包
、
要
因
本
師
師
、
十
月
二
十
七
日
夜

船。松
浦
章

「
清
代
に
お
け
る
沿
岸
貿
易
に
つ
い
て
|
帆
船
と
商
品
流
通

|
」
(
小
野
和
子
氏
編
『
明
清
時
代
の
政
治
と
社
舎
』
京
都
大
皐
人
文

科
皐
研
究
所
、
一
九
八
三
年
三
月
〉
六
一
九
頁
。

〈
日
)
門
出
ミ
入
山
-

N
ミ
M
V
N

門知
H
h』
い

h
h
h
自
コ
ミ
同
の
門
、
九
奇
o
h
h
M
-

U
N円
。
闘
う
h

ミ』
1bNい
勾

N円M
V
O
河
叫
d
h
p
~
白沼
1
3
2・
ωonoロ
仏

2
2
0
・

〈
O
戸
間
l
Z
O『
丹

r
o
E
曲
ロ
品

JP口
県
H
O
官

2
2・
司

-
N白・

z
o唱
n
y
d〈
釦
口
問

(
』
)
H
由
。
由
・

(
日
)
光
絡

『天
津
府士山
』
巻
三
十
三
、
権
税
、
園
朝
に
次
の
よ
う
に
あ

る
。天
津
海
税
。
凡
津
寧
海
船
及
江
掘
削
関
由
可
等
船
、
装
載
貨
物
雑
種
、
政

準
大
治
海
口
者
、
在
此
納
税
。

〈
口
)

『宮
中
檎
康
照
朝
奏
摺
』
第
七
輯
、
一
一
六
頁
、
に
次
の
よ
う
に
あ

る
。本
年
陸
月
拾
五
日
、
有
一踊
建
泉
州
府
耳
日
江
豚
受
稔
洋
船
萱
隻
、
設
字

萱
千
萱
百
参
拾
陸
貌
、
船
戸
陳
順
興
、
水
手
拾
玖
名
、
袋
載
客
貨
、

粗
碗
萱
首
問
伍
千
箇
、
白
糖
伍
百
饗
、
糖
菓
武
拾
擦
桶
、
泳
糖
参
拾

桶
、
竹
勢
武
拾
陸
把
、
魚
麹
大
小
伍
掴
、
烏
糖
態
饗
、
水
手
摺
碗
萱

首
問
箇
。
叉
有
一
幅
建
泉
州
府
耳
百
江
豚
隻
稔
洋
船
萱
隻
、
変
字
萱
千
伍
百

武
拾
捌
説
、
船
戸
薬
輿
利
、
水
手
拾
玖
名
、
装
載
客
貨
、
白
糖
伍
百

(

比

)
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伍
拾
筆
、
泳
糖
武
拾
桶
、
糖
菓
態
桶
、
粗
碗
萱
蔦
筒
、
粗
小
碗
伍
千

箇
、
魚
鎮
萱
摘
、
部
牌
・
蘇
照
各
萱
張
、
客
入
試
名
、
侯
世
英
、
糞

朝
瑞
、
等
情
前
来
。

(
叩
同
〉
松
浦
章
「
清
代
に
お
け
る
沿
岸
貿
易
に
つ
い
て
」
五
九
九
J
六
O
二

頁
、
「
康
照
|
薙
正
時
代
天
津
入
津
船
挽
表
」
参
照
。

(
叩
臼
〉
『
宮
中
指
薙
正
朝
奏
摺
』
第
四
韓
、
一
一
一
一
一
一
一
頁
、
難
正
三
年
四
月
初

七
日
附
、
布
蘭
泰
奏
摺
。

各
海
口
一
皆
有
商
船
往
来
、
惟
関
庚
江
滋
之
船
在
莱
陽
、
謬
州
準
口
篤

多。

ハ
却
)
同
書
、
第
四
輯
、
五
二
三
頁
、
難
正
三
年
六
月
十
六
日
附
、
受
州
線

丘
ハ
官
賞
元
膿
奏
摺
。

匡
査
t

謬
州
、
莱
陽
、
昌
邑
、
蓬
莱
各
海
口
、
惟
闘
庚
貨
物
、
進
帽
砂

州
海
口
者
多
。

(
幻
〉
『
歴
代
賓
案
』
第
二
集
巻
一
一
一

O
、
(
豪
湾
大
泉
印
行
、
一
九
七
二
年

六
月
〉
第
四
節
、
二
五
五

O
頁。

其
船
戸
桐
啓
隆
等
口
務
、
啓
隆
等
係
一
踊
建
湾
州
府
海
澄
懸
商
人
、
給

本
田
開
票
静
字
三
百
六
十
七
鋭
、
給
関
部
牌
洪
宇
一
百
四
十
嵐
説
、
坐

駕
鳥
船
萱
隻
、
共
計
武
拾
参
名
、
子
乾
隆
十
四
年
三
月
二
十
九
日
、

在
震
門
開
始
、
往
掘
削
江
貿
易
、
六
月
十
三
日
、
彼
地
開
船
、
往
山
東

〔
貿
〕
易
、
除
水
手
陵
名
在
謬
州
取
銀
外
、
〔
叉
〕
有
客
〔
人
〕
萱

名
、
共
計
現
在
拾
捌
名
、
子
十
月
二
十
五
日
、
在
謬
州
出
口
。

脱
字
は
同
書
巻
三
十
一
、
第
五
加
二
五
八

O
頁
よ
り
補
な
っ
た
。

松
浦
章
「
十
八
J
十
九
世
紀
に
お
け
る
南
西
諸
島
漂
着
中
園
帆
船
よ

り
見
た
清
代
航
運
業
の
一
側
面
」
〈
『
関
西
大
皐
東
西
皐
術
研
究
所
紀

要
』
第
十
六
輯
、
一
九
八
三
年
一
月
〉
一
一
一
一
一

l
二
四
頁
参
照
。

(
忽
)
『
宮
中
樽
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
五
税
、
六
八
九
頁
。
乾
隆
十
八
年
七
月

初
四
日
附
、
林
君
陸
奏
摺
。

査
、
劉
河
、
川
沙
、
呉
瓶
、
上
海
各
口
、
有
閥
、
専
糖
船
、
第
、
伍

月
、
南
風
時
候
、
来
江
貿
易
、
玖
、
拾
月
閥
、
置
買
棉
花
、
回
樟
。

(
m
U
)

前
掲
註
(
幻
〉
拙
稿
、
二
二
頁
。
『
宮
中
橋
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
一
一
瞬
、

四
四

O
頁
参
照
。

(

M

A

)

『
安
呉
四
種
』
巻
一
、
中
衡
一
句
巻
一
上
巻
、
「
海
運
南
漕
議
弁
序
」
。

出
奥
浴
日
、
泡
南
由
掘
削
及
関
与
、
皆
震
南
洋
、
準
北
由
通
・
海
・
山

東
・
直
隷
及
関
東
、
皆
居
周
北
洋
、
南
洋
多
磯
島
、
水
深
浪
E
、
非
鳥

船
不
行
、
北
洋
多
沙
積
、
水
浅
礁
硬
、
非
沙
船
不
行
。

(
お
〉
(
お
)
絵
浦
章
「
清
代
寧
波
の
民
船
業
に
つ
い
て
」
〈
『
関
西
大
拳
東
西

皐
術
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
一
輯
、
一
九
八
八
年
三
月
〉
。

(
叩
叫
)
門
川
回
口
言
-

Hミ
MMM円均
N
b
h
h
h
b旬
同
1H
ミ
N町
内
円
、
~
弓
O
ミ句・

b
N円
。
同
町
弓
ミ
L
E』p
h
N
同
h
v
o
h
叫4
・同・』魯
N
l
E
-
ヨ
『
師
二
回
2
0・
S
8・

z
g
m唱。唱・
ω
ミ・

(
幻
)
段
光
清
『
鏡
湖
自
撰
年
譜
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
二
次
印
刷
)

九
七
頁
。
一
繭
建
商
船
、
常
泊
桃
花
渡
江
中
、
故
東
門
一
得
閑
人
水
手
最
多
。

ハm
m
)

円
近
ミ
h
・

N
R
M
M周
知
H
h
h

』h
b
Eロ

ミ
N
N
n
q
h可
。
』
hhp

U
H町内川阿川匂匂
L
E
』V
M
N
旬
、
。
同
叫
d
h

四
・
』
句
沼
1
3
2・
ω
2。ロ内田山師同ロ
0

・

〈

o-・ロ
l
ω
o
E
r
o
Z
3
3
P
H唱
。
∞
・
当
g
n
F
0
4
匂
唱
・
昌
・

(
ぬ
)
村
上
直
次
郎
氏
譲
註
、
中
村
孝
志
氏
校
註
『
パ
タ
ヴ
ィ
ア
減
日
誌

-
』
(
卒
凡
社
、
東
洋
文
庫
一
七

O
、
一
九
七

O
年
九
月
〉
一
四
頁
、

序
設
に
引
く
「
ラ
イ
エ
ル
セ
ン
の
日
誌
」
の
一
六
一
一
二
年
七
月
三
十
日

の
係
。
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乾
隆
『
菱
掛
同
府
志
』
巻
二
、
規
制
、
海
防
。

自
慶
至
肇
、
大
一
商
船
及
華
麗
小
商
船
、
往
諸
彰
淡
水
貿
易
、
倶
由
此

出
入
。
『
慶
門
志
』
巻
五
、
洋
船
。

洋
船
即
商
船
之
大
者
、
船
用
三
施
、
施
用
番
木
、
其
大
者
、
可
故
高

徐
石
、
小
者
亦
数
千
石
。

同
書
巻
五
、
洋
船
。

慶
門
准
内
地
之
船
往
南
洋
貿
易
、
其
地
震
鳴
酬
明
昭
、
三
賓
様
、
貿

力
、
馬
辰
、
域
仔
、
遅
羅
、
柔
併
、
六
坤
、
宋
居
勝
、
丁
家
慮
、
宿

霧
、
蘇
線
、
東
捕
、
安
南
、
自
宋
諸
園
。

地
名
の
譲
み
は
陳
佳
策

・
謝
方

・
陸
峻
嶺
氏
の
『
古
代
南
海
地
名
庭

師
梓
』
〈
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
五
月
)
を
参
考
に
し
た
。

(
鈍
〉
『
肇
夷
獲
態
』
(
財
固
法
人
東
洋
文
庫
刊
、
一
九
五
七
年
一
一
一
月
、
東

方
書
庖
覆
刻
、
一
九
八
四
年
三
月
)
中
部
、
一
二
八
七
頁
。

(
お
)
同
書
、
中
間
、
一
二
五
三
頁
。

(
お
)
同
書
、
中
加
、
一
五
九
九
頁
。

(
幻
)
同
書
、
中
畑
、
一
二
六
八
頁
。

住
宅
之
唐
人
も
数
高
可
有
御
座
候
。

同
書
、
中
加
、
一
二
七
四
頁
。

同
替
、
中
加
、
一
八
四

O
頁。

民
図
『
滋
浦
豚
志
』
巻
二
十
二
、
再
績
志
、
人
物
志
上
、
奈
新
俸
。

乾
隆
六
年
:
:
:
間
男
洋
船
、
不
下
百
十
銃
。

『
宮
中
楢
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
一
瞬
、
八
一
五
頁
。

内
地
阪
洋
一
両
一
船
毎
年
出
口
、
自
五
十
徐
隻
、
至
七
十
徐
隻
不
等
。

松
浦
章
「
清
代
の
海
外
貿
易
に
つ
い
て
」
(
『
関
西
大
摩
文
筆
論
集
創

(お〉
(幻〉

(

お

)

(お〉

(
叩
叩
〉

〈州問)

(

川

町

)

(

必

)

立
百
周
年
記
念
競
』、
一
九
八
六
年
十
一
月
)
四
五
一

J
四
五
二
頁
。

(
州
知
)
佐
々
木
正
哉
氏
「
十
九
世
紀
初
期
中
園
戒
克
の
海
外
貿
易
に
関
す
る

資
料
」
(
『
近
代
中
園
』
第
三
巻
、
一
九
七
八
年
五
月
〉
、
五
八
頁
。

(
必
)
『
慶
門
士
山
』
巻
五
、
商
船
。

南
北
通
一商
之
船
、
毎
船
出
海
一
名
、
即
船
主
、
柁
工
一
名
、
直
班
一

名
、
大
綴
一
名
、
頭
綻
一
名
、
司
杉
板
船
一
名
、
総
舗
一
名
、
水
手

二
十
徐
名
、
或
十
除
名
。

『牽
海
使
援
銭
』
巻
一
、
赤
飯
筆
談
、
海
船
。

南
北
通
商
毎
船
、
出
海
一
名
、
卸
船
主
、
舵
工
一
名
、
亜
班
一
名
、

大
縦
一
名
、
頭
碇
一
名
、
司
杉
板
船
一
名
、
線
舗
一
名
、
水
手
二
十

徐
名
、
或
十
徐
名
。

『
慶
門
士
と
は
出
典
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
赤
俵
筆
談
に
嬢
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

(
必
〉
『
慶
門
士
山
』
巻
十
五
、
俗
向
。

領
船
運
貨
出
洋
者
。
日
出
海
。

(
必
)
光
緒
『
苗
栗
勝
士
山
』
巻
七
、
風
俗
考
。

船
中
有
名
出
海
者
、
司
帳
及
枚
撹
貨
物
。

(
円
引
〉
嘉
慶
『
澄
海
豚
士
山
』
各
六
、
風
俗
、
生
業
。

船
頭
目
有
三
、
首
出
海
、
掌
数
粂
管
通
船
諸
務
。

(
必
)
松
浦
章
「
長
崎
来
航
唐
船
の
経
営
構
造
に
つ
い
て
|
特
に
乾
隆
・
嘉

度
・
道
光
期
を
中
心
に
|
」
(
『
史
泉
』
第
四
十
五
抽
師
、
一
九
七
二
年
九

月
)
一
四
J
一
五
頁
。

(
必
〉
註
(
μ

ご
参
照
。

(
印
)
『
海
運
備
採
』
巻
五
、
船
式
。

舵
工
、
正
副
二
人
、
正
舵
、
主
針
盤
羅
綬
及
調
度
一
切
、
副
舵
、
難
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主
舵
倦
承
正
舵
意
指
。

(
臼
)
(
臼
〉
『
外
園
遜
脇
島
』

一(
図
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
)
巻
一
、
南
京

般
漂
著
之
趣
篤
、
房
州
朕
之
潟
、
南
京
伝
役
名
。

(
臼
〉
『
蓋
海
使
稜
録
』
巻
て
海
船
。

有
占
風
望
両
者
、
縁
鑑
楯
縄
而
上
、
登
眺
盤
旋
、
了
無
怖
畏
、
名
目

毘
班
。

(
臼
〉
『
海
運
備
採
』
巻
五
、
船
式
。

大
線
、
二
人
、
主
頭
巾
頂
遠
大
槌
上
旗
鋭
、
帯
管
尾
迭
簿
大
簿
上
一

切
縄
索
。

(
日
)
註
(

U

叫
〉
参
照
。

(
白
山
)
『
海
運
備
採
』
巻
五
、
船
式
。

(
貯
)
松
浦
章
「
長
崎
来
航
唐
船
の
経
営
構
造
に
つ
い
て
」
二
五
頁
。

(
開
)
『
肇
海
使
援
録
』
巻
一
。

毎
船
載
杉
板
船
一
隻
、
以
便
登
岸
、
出
入
、
悉
於
舟
側
。

(
臼
〉
(
臼
〉
『
外
園
通
費
』
巻
一
、
南
京
舷
役
名
。

ハ
印
》
『
海
運
備
採
』
巻
五
、

緯
舗
、
一
人
、
主
鍋
飯
柴
米
事
。

ハ
位
)
松
浦
章
「
十
八
J
十
九
世
紀
に
お
け
る
南
西
諸
島
漂
着
中
園
帆
船
よ

り
見
た
清
代
航
運
業
の
一
側
面
」
六
六

l
六
七
頁
。

ハ
臼
〉
『
慶
門
士
官
邸
包
五
、
洋
船
。

通
販
外
園
之
船
、
毎
船
船
主
一
名
。
財
副
一
名
、
司
貨
物
銭
財
。
総

樟
一
名
、
分
理
事
件
。
火
長
一
正
一
副
、
掌
船
中
更
漏
及
駁
船
針

路
。
亜
班
、
舵
工
各
一
正
一
副
。
大
線
、
二
綴
各
一
、
管
船
中
盤
融

緩
。
一
旋
、
二
綻
各
て
司
綻
。
一
一
造
、
二
遷
、

三
遷
各
て
司
施

綜
。
杉
板
船
一
正
一
副
、
司
杉
板
及
頭
綴
。
押
工
一
名
、
修
理
船
中

器
物
。
揮
庫
一
名
、

-清
理
船
鎗
。
香
工
一
名
、

紳
。
線
舗
一
名
、
叉
司
火
食
。
水
手
数
十
名
。

『
肇
海
使
援
録
』
を
て
赤
飯
筆
談
、
海
船
。

遁
販
外
園
船
主
一
名
、
財
副
一
名
(
以
下
『
慶
門
志
』
と
同
文
で
あ

る
が
線
揮
が
線
揮
と
あ
り
、
一
綻
以
下
の
旋
が
碇
と
あ
り
、
香
王
ーが

香
公
と
あ
る
)
。

(
臼
〉
松
浦
章
「
長
崎
来
航
底
船
の
経
営
構
造
に
つ
い
て
]
二
四
頁
。

(
臼
〉
『
外
園
遁
覚
』
を
て
南
京
訟
役
名
。

ハ
館
山
)
松
浦
章
「
中
園
一
商
船
の
航
海
日
誌
|
威
豊
元
年
(
一
八
五
二
〉
長
崎

来
航
、
塑
利
船
「
日
記
備
査
」
に
つ
い
て

l
」
(
『
関
西
大
皐
東
西
皐
術

研
究
所
創
立
三
十
周
年
記
今
総
桐
文
集
』
、
一
九
八
一
年
十
二
月
〉
参
照
。

同
論
文
に
附
載
の
「
堕
利
船
日
記
備
査
」
は
中
園
社
曾
科
皐
院
近
代
史

研
究
所
、
近
代
史
資
料
編
輯
室
編
『
近
代
史
資
料
』
線
六
十
一
一
抗
(
中

盟
社
舎
科
皐
出
版
社
、
一
九
八
六
年
七
月
)
に
「
豊
利
船
日
記
」
と
し

て
標
黙
排
印
さ
れ
て
い
る
(
六

0
1八
五
頁
)
。

〈m
山
〉
前
掲
註
(
臼
〉
拙
稿
、
二
五
頁
。

(
伺
)
(
相
川
)
(
拓
)
『
外
園
通
覧
』
各
て
南
京
舷
役
名
。

(

ω

)

註
(
臼
〉
拙
稿
、
二
四
J
二
五
真
。

(
冗
)
註
(
臼
)
拙
稿
、
二
六
頁
。

(
m
M

〉
(
ね
)
註
(
目
別
〉
拙
稿
、
二
七
頁
。

(
九
)
註
(
臼
〉
拙
稿
、
二
六
J
二
七
頁
。

(
苅
)
田
中
謙
二
氏
・
松
浦
草
共
編
著
『
文
政
九
年
遠
州
漂
着
得
泰
船
資

料
』
〈
関
西
大
皐
出
版
部
、
一
九
八
六
年
三
月
〉
松
浦
章
「
解
題
」
六

三
九
頁
。

(
勿
)
『
外
園
遜
覧
』
倉
一
、
南
京
伝
役
名
。

朝
夕
焚
呑
緒
、

最E

- 73ー
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(
市
)
註
(
臼
)
拙
稿
、
二
七
頁
。

(
乃
)
『
宮
中
楢
潅
正
朝
奏
摺
』
第
八
輯
、
八
一
一
一
六
頁
、
薙
正
五
年
九
月
初

九
日
附
、
庚
東
巡
撫
湯
文
乾
、
一
幅
建
総
督
官
同
其
停
、
一
幅
建
巡
撫
常
資
奏

摺。
査
、
従
前
一
商
船
出
洋
之
時
、
毎
船
所
報
人
数
、
連
舵
水
客
一商
線
計
多

者
不
過
七
、
八
十
人
、
少
者
六
、
七
十
人
。

(
加
)
註
(
臼
〉
拙
稿
、
一
一
一
一
一
J
二
四
頁。

(
創
)
『
慶
門
士
山
』
単
位
十
五
、
俗
向
。

造
大
船
、
費
数
高
金
、
造
船
置
貨
者
、
日
財
東
。

(
担
)
註
(
臼
〉
拙
稿
、
一

l
二
頁
。

(
邸
)
京
都
大
事
附
属
圃
書
館
所
蔵
『
唐
園
漂
流
記
』
中
の
中
園
船
員
の
具

呈
文
、
中
閣
官
吏
の
客
文
等
を
松
浦
草
「
清
代
海
商
的
一
考
察
」

〈『歴
史
繕
案
』
一
九
八
九
年
第
一
期
掲
載
橡
定
)
と
し
て
紹
介
し
て

い
る
。

(
倒
〉
『
唐
圏
漂
流
記
』
、
唐
人
共
口
書。

〔
郷
青
〕
等
財
東
信
公
輿
係
泉
州
人
、
従
幼
徒
居
寧
波
。

同
書
、
註
(
臼
)
拙
稿
、
二

J
一
一
一
頁
。

(
出
山
)
註
(
臼
)
拙
稿
、
二

O
J一
一
一
頁
。

〈
館
山
〉
『
唐
園
漂
流
記
』
、
護
照
之
園
。

今
令
商
人
信
公
輿
侍
行
一商
郷
背
雲
麗
本
豚
船
戸
彰
位
彩
船
愛
、
霞
貨

往
洋
貿
易
。

(
町
引
)
註
(
臼
〉
拙
稿
、
一
七
J
二
O
頁。

(
部
)
註
(
m
m

〉
拙
稿
、
二
五
九
頁
。

(
的
)
註
〈
印
)
拙
稿
、
二
八
四
頁
、
成
堕
元
年
十
一
月
初
二
目
、
初
一
一
一
日

係
。
『
近
代
史
資
料
』
線
六
十
一
鋭
、
六
一
頁
。

(
叩
〉
『
遜
航
一
覚
』
第
六
、
八
二

l
八
三
頁。

(
町
出
〉
松
浦
章
「
日
清
貿
易
に
お
け
る
長
崎
来
航
唐
船
に
つ
い
て

l
清
代
鳥

船
を
中
心
に

l
」
出
・
同

-
m
(『
史
泉
』
第
四
十
七
、
四
十
八
、
四

十
九
鏡
、
一
九
七
三
年
九
月
、
一
九
七
四
年
三
月
、
九
月
〉
。
松
浦
一
章

「
清
代
鳥
船
と
「
長
崎
版
登
」
」
〈
『
関
西
大
皐
考
古
皐
等
資
料
室
紀
要
』

第
二
誠
、
一
九
八
五
年
三
月
〉
。

(
回
〉
同
治
『
一
踊
建
逼
士
山
』
巻
五
十
二
、
園
朝
錫
賑
、

滋
州
府
:
:
:
泉
州
府
:
:
・
爾
府
人
民
、
原
有
三
等
、
上
等
者
以
版
洋

震
事
業
、
下
等
者
以
出
海
採
捕
駕
船
、
挑
脚
盛
岡
生
計
、
惟
中
等
者
力

農
度
目
、
放
各
属
不
患
米
貴
、
只
患
無
米
。

(
部
)
藍
鼎
元
『
鹿
洲
初
集
』
巻
三
、
論
南
洋
事
宜
書
。

内
地
造
一
洋
船
、
大
者
七
、
八
千
金
、
小
者
二
、
三
千
金
。

(
抑
)
民
園
『
涼
浦
豚
士
山
』
巻
二
十
二
、
奈
新
体
。

関
与
洋
船
:
:
:
毎
船
大
者
造
作
近
高
金
、
小
者
亦
四
、
五
千
金
。

(
M
m
)

『
慶
門
志
』
血
管
十
五
、
俗
向
。

合
数
人
、
開
一
広
舗
、
或
製
造
一
舶
、
則
姓
金
、
金
猶
合
也
。

宮
崎
市
定
氏

「
合
本
組
織
の
設
淫
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
十
三
各
五

鋭
、
一
九
五
五
年
一
月
、
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
三
各
所
枚
)
。

(
M
m

〉
前
掲
註
(
川
出
)
拙
稿
。

(

m

別
)
(
拘
)
〈
伺
)
門
川
町
同
弓
b
・
同
ミ
huN円
E
h
H
ν
h
h
h
Eコ
ミ
旬
。

gE

叫

4
0』
hh叫・

b
同
の
阿
見
之
宮
円
、

MN岡
、
。
MN吋
h叫
・
』
呂
M
I
2・
2

2

U
M
E
0
・
司
o
o
n
r
。
者
唱
・
品
M
AM-

(川

)
i〈川
)

N

F

£
・
ω
2
0ロ
ι
2
2
p

〈
o
-
・
ロ
ー
ω
o
E
V
2
ロ

匂
。

onrodq
司
-
H
O申・

(
川
〉
帆
段
、
・
司
町
民
Z
2
0
・
〉
自
。
『
唱
-mH
印・

- 74ー
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(

川

〉

帆

守

帆

民

同

・

ω
o
n
o田
島
百
回

E
Y
〈
。
-
-
ロ
l
ω
o
S
F
O『
口

問

v
o
z
p
〉
自
。
可
司
・

HAH-

(

川

〉

怠

柿

.nF
同
ぷ
円
白
骨
即
目
白
ロ

0

・2
0
4
q
n
r
d〈
曲
回
同

?ω

。・

ハ
川

)
S
N
.
n
p
ω
o
n
o国
品

目

白

白

E
Y
〈
。
-
-
H
l
z
o
ユ7
0司
ロ

曲

ロ

ι
J円
曲
白
色

NO

同
百
三
回
-
z
o司
n
H
H
唱
曲
口
問
唱

-
N由・

(

川

川

〉

た

え

R
F
匂
町
田
件
目
白
白

E
0

・。vo同
0
0

司・叶
0
・

(
川
〉
同
治
『
一
隅
建
遁
士
山
』
巻
百
四
十
、
園
朝
霞
績
、
高
其
停
停
。

其
律
疏
言
、
一
踊
輿
樟
泉
各
府
:
:
:
民
之
檎
富
者
矯
船
主
魚
商
人
、
其

貧
者
信
用
頭
舵
潟
水
手
、
一
一
船
幾
及
百
人
、
一
年
往
還
得
千
絵
金
、
或

数
百
金
、
卸
水
手
之
類
亦
毎
人
可
得
二
、
三
十
金
、
其
本
人
長
年
不

食
本
地
米
糧
、
叉
得
銀
婦
、
養
其
家
下
及
手
番
之
人
、
皆
大
有
生

501 

業
、
洋
船
一
回
、
開
行
設
舗
、
叉
足
養
商
買
之
家
。

(
川
〉
『
宮
中
稽
薙
正
朝
奏
摺
』
第
二
十
一
輯
、
三
五
三
頁
。
潅
正
十
一
年

四
月
初
五
日
附
、
部
玉
麟
奏
摺
。

毎
年
闘
省
洋
船
、
約
得
番
銀
二
、
三
百
薦
、
載
回
内
地
、
以
利
息
之

蔵
絵
、
佐
耕
伝
之
不
足
。

部け昆
でる本 22
あ漂稿巴
る着は
。中昭
園和
船六
資十
料三

t E 
み文
た部
清省
代科
海皐
上研
貿究

室費
の十
研七
究 l
」十
の九
成世
果紀
のに
ーお

-75ー



stone inscriptions which were collected in local gazetteers edited in the

late Qing dynasty and early Republican period. Particularly, it will clearly

show, by using the stone inscriptions connected to the powerful Jiang 姜

of Ninghaizhou寧海州, that the Li family expanded their rule even while

grasping power in that area. Further, stone inscriptions reveal that after

the death of Li Quan, Li Tan's following twenty years of life were not

characterized by ａ smooth assumption of his father's position. Rather, we

can infer from ｅ▽idence on stone carvings, that this period was actually

one of direct Mongol rule. In his rise to power, Li Tan at first absorbed

regional power, thereby establishing his control. Li Tan went on to con-

structａrather solid establishment of power. In doing Ｓ０，･he used arrange･

ments of the Chinese bureaucratic system, promoting native Chinese literate

to positions of importance.　Stone inscriptions give concrete examples of

these policies.　Because the｡stone inscriptions verify the ｅχistence of per-

sons referred to as Li Tan's elder and younger brothers, they lead us to

infer the existence of ａ group of adopted relatives of Li Quan.

THE SHIPPING BUSINESS OF FUJIAN PROVINCE

　　　　　　　　

IN THE QING DYNASTY

Matsuura Akira

　　

Scholarship in recent years has gradually made clear that maritime

trade by Qing dynasty Chinese merchants was very active. Particularly,

Fujian province was the center of this thriving maritime trade. Fujian

province's maritime vessels sailed not only in the coastal waters, but also

they were launched on expansive voyages to foreign shores｡

　　

Especially the coastalregions and harbors of present day Liaoning

遼寧, Tianjin, Jiaozhou膠州, Shanghai, Ningpo, Wenzhou温州, Taiwan

were centers of maritime trading activity. Abroad, Nagasaki in Japan,

Manila in the Phillipines, Karapa (Batavia) on the island of Java,
and

Vietnam, Cambodia, Thailand, and the east coast of the Malay peninsula,

were allimportant centers of Chinese maritime trading activity.

- ２－



　　

That Fujian maritime trade thrived in this way was not only due

to Fuiian occupying ａ coastal area, but also to the tendency of surplus

agricultural labor to tｕ:rnto the sea for a livelihood. While relatively few

engaged in ship building or became shippers themselves, ａ very large

number became sailors on coastal and foreign-bound vessels. The large

number of people variously engaged in these maritime enterprises were

part of the reason for Fujian's economic vigor.

THE SOCIAL STATUS OF THE CHIEFTAIN OF DESA

Uemura Yasuo

　　　

This essay examines the kind of regulations pertaining to the social

status of the chieftain of Desa during the 丘nal organization of colonial

rule of Desa, Java since the beginning of the 19 th century, and those

regulations of his social status during the reorganization of that rule. This

essay also examines the way in which the chieftain of Desa was viewed

by the inhabitants of Desa. The reorganization was intended to standardize

the ruler's position within the social and political environment of Desa.

Yet the chieftain's social position was strongly connected to the presence

or absence of intervention by indigenous authorities. Generally, when the

chieftain cooperated with local authorities, his social position was heigh-

tened. As long as he was not despotic, the local inhabitants, in one re-

spect, recognized the necessity of the chieftain of Desaｱｓ social status. The

essay shows then that the authority of the chieftain of Desa was still con-

sidered an object of worship. Yet it also reveals, in other respects, that

there were tendencies which gradually brought about the destruction of

the relationship between the chieftain of Desa and the local inhabitants.

３


